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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法に 基づいて， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 制定した 曰 
本 工業規格 である。 

制 Si に 当た つ 飞 は， ISO/IEC Guide 71 ： 2001， Guidelines for standards developers to address the needs of older 
persons and persons with disabilities を 基礎と して 用いた。 
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高齢者 及び 障害の ある 人々 の 
ニーズに 対応 し た 規格 作成 配慮 指針 

Guidelines for standards developers to address the needs of older persons 

and persons with disabilities 

序文 この 規格 は， 2001 年に 第 1 版 どして 発行され た ISO/IEC Guide 71 ： 2001, Guidelines for standards 
developers to address the needs of older persons and persons with disabilities を 翻訳 し ， 技 称 了 S 勺 内容 及び 規格 条の 

様式 を 変更す る ことなく 作成した 日本工業規格 である。 

なお， この 規格で 点線 を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格に はない 事項で ある。 
0.1 すべての 人が 製品， サービス， 職場 及び 周囲の 環境に アクセス できる こと は， 社会 全体が 目指すべき 
重要事項 である。 世界中で 高齢者の 人口 比が 増加して いるた め， 製品 及び サービスの ァクセ シビリ ティと 
ユーザ ピリ ティ は 一層 無視で きない 課題と なった。 すべての 高齢者に 能力 （〈t^ 、—身 熊 _f_) 障害が ある わ 

けで はない が， 最も 高い 発生率で 障害 や 制限 を 経験す るの は， これらの 人々 である。 

0.2 人々 の ニーズ 及び 能力 （も; 邋簡 登） は 年齢と ともに 変化し， 同一 世代で あっても， 個々 人に よつ 
て 異なる。 機能 又は 知覚に おける 制約 は， 障害に 応じて 多様で あると 認識す る ことが 重要で ある。 障害 は， 
軽度の 難聴 や 読む とき だけ 眼鏡が 要るな どの 比較的 軽い ものから， 失明， 失 聴， 身体の 一部 又は 全部が 動 
かないと いった ものまで 様々 である。 また， 例え 軽度と みなされる 障害であって も， 加齢 等に よって それ 

らが 重複す る ことで， 非常に 大 ぎな 問題と なる 場合が ある。 

0.3 支援 技術 及び ァク セシ ブルな 建築物の 設計の 分野で は， かなり 以前から， 障害の ある 人々 の ニーズに 
配慮した 特定の 規格の 作成が， 国家 レベル， 国際 レベルの 両面で， 標準化 機関に より 取り組まれ てきた。 
しかし， 日常生活 用品と サービスに かかわる 規格の 作成 又は 改訂に おいて， 高齢者 及び 障害の ある 人々 の 
ニーズが 十分に 検討され ている とはいえない。 標準化 機関で は， 加齢 や 障害に かかわる 問題に 取り組み 始 
めて おり， そのような 人々 に 配慮す るた めの 手法 及び 計画が， 今後 一層 発展し， 実践され ていく ものと 思 
われる。 そのような 作業で は， 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズ を 熟知す る 人々 の 参加 を 保証す る こと 
が 重要で ある。 

0.4 この 規格 は， より ァク セシ ブルな 製品 及び サービス に対する ニーズに 応える こと を 支援す る 上で， 大 
きな 枠組みの 一環と して， 標準化 機関に 利用され る こと を 想定して いる。 ISO/IEC Policy Statement ： 2000， 
Addressing the needs of older persons and people with disabilities in standardization work (ISO/IEC Kj^^aH 
2 _0_0-0，_ jf 準-化 霧 藍 (こ-おは. 齢— 者 1 び S 直？^ あ 三 こざ-た 人道的 基盤 と 経済的 基盤 

と を 調和しながら， 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズ (') を 規格 作成 過程の 中に 組み入れる こと を 確実に 

する ための 原則 を 示して いる。 この 規格で は， 1SO/IEC の 政策 宣言 を 補う 形で， 通常， 製品の 設計 を 制限 
する 規格であって はならない という こと を 前提に， 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズ を 明確に 示す。 こ 
の 規格 は， 主に 規格の 作成 や 改訂に 携わる 人々 を 対象と している 力、 製造者， 設計者， サービス 業者 及び 
教育者 といった 人々 に 対 しても 有用 な 情報 を 提供す る 。 
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注 (I) ァクセ シビリ ティ の 分野の 発展 は， 高齢者 や 障害者に かかわ る 多くの 新し レ 咽 語 と 定義 を 生み 
出し， それら は 世界 各国で さまざまに 用いられ ている。 例えば， 障害の ある 人々 （people with 
disabilities) を 好む 人 も いれば， 障害者 （disabled people) を 好む 人 もい る。 全体 的に いえる こと 
は， それらの 用語が， より 規範的 かつ 記述 的に なり， 否定 又は 偏見の 意味合いが 減少した とい 
うこと である。 世界 共通の 用語 システムが 存在し ないた め， この 規格で は， 国連 及び WHO 等 
の 国際機関で 通常 使用 される 用語 を 用いた。 

0. 5 必然の ことと して， この 規格に 記載され た 指針 は 全般的な ものである。 機能障害の ある 人々 にと つて 
の ユーザ ピリ ティに かかわる 問題 を 明らかにす るに とどま り， 具体的な 解決策 は 提示して いない。 更に 個々 
の 製品 又は サービス 分野に おける 詳細 指針の 作成が 必要で ある ことが 認められる。 

1. 適用 範囲 

1.1 この 規格 は， 規格の 作成に 携わる 人 を 対象と し， 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 配慮す るた 
めの 指針 を 提供す る。 非常に 重度で 複雑な 障害の ある 人々 の ニーズ は， この 指針で 示された 範隨を 超える 
ものである 力 \ 軽度の 障害の ある 多数の 人々 の ニーズに は， 規格の 運用 上の 小さな 変更に よって 対応す る 
ことが 可能で あり， それ は， 製品 又は サービスの 巿 場の 拡大に つながる。 
この 規格の 目的 は， 次のと おりで ある。 

a) 製品， サービス， 環境の ユーザ ピリ ティカ、 個人の 能力 （.|^、.身^^.镌能.等） によって， いかに 大きく 左 
右され る ものである かにつ いて， 情報 提供 や 理解の 啓発 を 行い， 

b) 製品 及び サービスの ァクセ シビリ ティと ユーザ ピリ ティカ ま， 様々 な 基準で 定められた 要件と どう 関連 
する か を 概説し， 

C) ァ クセシ ブル デザィ ンの 採用に 伴う 市場拡大の 利得に ついて 注意 を 促す こ とで ある。 

1.2 この 規格の 対象と なる の は， 日常生活の すべての 面に かかわる， また 消費者 及び 職場に 向けた 製品， 

サービス， 環境で ある。 この 規格で は， これ を "製品 や サービス" という 用語で 表す。 

1.3 この 規格で は 

a) 規格 作成の 過程で， 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズ を どのように 配慮 すれば いい か， その 手順 を 
示し， 

b) 様々 な 障害 を 網羅した， 各 規格 分野での 配慮され るべき 要素が 分かる 表 を 提供し， 

C) 身体の 機能 又は 人の 能力 Ol> ，身 や _櫞_ 盤 等） と， それらの 障害に 伴う 具体的な 影響に ついて 説明し， 
d) 規格の 作成に 携わる 人が， より 詳細で 具体的な 情報 を 得られる ような， 資料の リスト を 掲載した。 
1.4 この 規格が 提供す るの は 全般的な 指針で ある。 これ を 補う 形で， 個々 の 分野に 応じた 指針の 作成の 

検討が 必要で ある。 . 

1.5 ァクセ シビリ ティ 及び ユーザ ピリ ティ は， 製品に おいても サービスに おいても 等し く 重要で ある カミ， 
サービス に関する 国際 標準化の 作業 は， まだ 本格的に 行われて いない。 したがって， この 規格で は， サー 
ビスよりも 製品に 関する 規定が かなり 多くな つてい る。 
^1考—〖ゃ1119-対^^国酵悪1^_ぁ__：^^更1：ぇ-— 

J£ 丄: L ヒ-? 等 —で. あ-お. 丄. t を。… 

1SO/IEC Guide 71 ： 2001， Guidelines for standards developers to address the needs of older persons 

a ま p—er—s— Q—n L 魂 b- d is_ ゆ -UiJie s_ (IDT) 
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2. 関連 規格 等 

jrS 8 0137:2000, 消費生活 用 製品の 取扱説明書 に関する 指針 

fe 考 1. 1SO/IEC Guide 37 ： 1995, Instructions for use of products of consumer interest 力、 こ の 規格 と —— 

致して いる。 

ISO/IEC Guide 50 :('), Safety aspects -Guidelines for child safety 

ISO/I EC Guide 51 : 1999, Safety aspects — Guidelines for their inclusion in standards 

ISO/IEC Policy Statement : 2000, Addressing the needs of older persons and people with disabilities in 
standardization work 

注 出版 予定 （Guide 50 ： 1987 の 改訂版） 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語 は， 次に よる。 

参考 この 箇条で は， 人間工学， ァクセ シビリ ティ 及び 規格の 分野で 使われて いる 用語のう ち， 幾つ 
か を 明確に 定義す る。 これ は， 身体 機能 や 機能障害 を 説明しょう とする もので はない。 身体 機 
能 や 機能障害に ついては， 9. に 記載した [序文と 注 (') も 参照]。 
3.1 人間工学 人の 行動 や 生物学 的 特徴に ついて わかって いる こと や 理論 化されて いる ことのう ち， 製 
品 及び システムの 仕様， 設計， 評価， 操作， 修理に おいて， 安全 や， 効果的 かつ 十分な 利用 を 促進す るた 
めに 応用で きる 要素 を 網羅した， 科学技術の 一分 野。 

3.2 ァ クセシ ブル デザイン 何ら かの 機能に 制限 を 持つ 人々 に 焦点 を 合わせ， これまでの 設計 を そのよ 
うな 人々 の ニーズに 合わせて 拡張する ことによって， 製品， 建物 及び サービス を そのまま 利用で きる 潜在 
顧客 数 を 最大限まで 増やそう とする 設計。 その実 現の 方法と して， 

- 修正" 改造す る ことなく ほとんどの 人が 利用で きる ように， 製品， サービス 及び 環境 を 設計す る。 
一 製品 又は サービス を ユーザーに 合わせて 改造で きる ように 設計す る （操作 部の 改造 等)。 
一 規格の 採用に より， 障害の ある 人々 向けの 特殊 製品との 互換性 を もたせ， 相互 接続 を 可能に する。 
が 挙げられる。 

参考 1. デザイン フォー オール， バリア フリーデ ザイン， インク ルー シブ デザイン， トランス ジ エネ 
レイ ショ ナル デザィ ンは 類似して いる 力、 それぞれ 異なった 意味合いで 使われる。 
^ 2. ユニバーサル デザイン は， ァ クセシ ブル デザイン を 包含す る 概念で， すべての 人が， 可能な 
限り 最大限まで， 特別な 改造 や 特殊な 設計 をせ ずに 利用で きる ように 配慮され た， 製品 や 環 
境の 設計 を 指す。 

3.3 支援 技術 Z 福祉機器 障害の ある 人々 の 心身の 機能 を 高める， 維持す る， 又は 発達させる ために 使 
われる もの を 指し， 機具， システム， ハードウェア， ソフトウェア， サービス 等の 形態 を 含む。 

参考 一般 店からの 購入， 改造， 特注 等 を 問わない。 この 用語 は， 補 装具 （technical aids) の 概念 を 含 
む。 福祉機器 は 機能障害 を 取り去り はしない が， 特定の 環境 下での， 活動 や 作業 をし やすくす 
る ことができる。 

3.4 機能障害 身体の 機能 や 構造に おける， 影響の 大きな 異常 や 欠損 を 意味し， けがの ような 一時的な 
もの， 永続 的な もの， 軽度 又は 重度の もの， 加齢に よる 機能 低下の ように， 状態の 変化す る 場合 等が ある。 
参考 1. 身体の 機能と は， 身体 組織 全体の 生理的 又は 心理的な 機能 を 意味す る。 身体 構造と は， 臓器， 
四肢 及び その 構成要素の ような， 解剖学 上の 身体 部位 を 意味す る （1999 年 7 月の 1C1DH-2 に 
よる 定義に 基づく）。 [注 (') 参照] 
4 2. 上記の 定義 は， ISO 9999 ： 2001 と は 異な り， また WHO の iaDH-2/ICF ： May2001 と も 若千異 



：；^ 作 権 法に よ り 無 での 複製， 'liii: ま 等は禁 II： されて おります。 
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なる。 

3.5 活動の 制約 作業 や 行動に おける 困難 

3.6 ユーザ一 製品， サービス 及び 環境と かかわり を もつ 人 

参考 ISO 924 レ 11 ： 1998 による。 
3.7 ユーザ ピリ ティ 定められた 状況 下で， 定められた ユーザーが， 定められた 目的 遂行の ために， あ 
る 製品 を 効果的に 効率よ く 満足 を もって 利用で きる 程度。 （ISO 9241-11 ： 1998) 

3.8 代替 様式 製品， サービス 及び 境をァ クセシ ブルに し 得る ような 代替す る 動作 や 感覚の 利用 法。 
3.9 身体障害者 補助 犬 盲導犬， 聴導犬， 介助 犬 （一般的に は 移動の ニーズ を 助ける もの）， セラ ピー 犬 

等。 これらの うち 複数の 仕事 を 担って いる 犬 も 含まれる。 

4. 一般的 事項 

4.1 人道的な 理由 を 別 としても， 高齢者 及び 障害の あ る 人々 にと つて ァク セシ ブルな 商品 ゃサー ビス を 
提供す る ことに は， 多くの 経済的 利益が ある。 明白な 利点 は， 対象 顧客の 増加で ある。 障害の ある 人々 に 
配慮した 製品 や サービス は， 他の すべての 人に とっても 便利で 利用し やすい。 そのような 製品 は， 特に 人々 
が 一時的な 困難 を 負った 際に 便利で ある。 一時的な 困難と は， 例えば 眼鏡 をな く したり， 足 を 骨折したり， 
ベビーカー 又は 大きな 荷物 を 持って 移動す る こと を 指す。 

4.2 設計の 初期段階で ニーズへ 取り組めば， わずかな コストで， 又は 全く コスト を かけずに， より 多く 
の 人々 に 使える 製品 や サービス， 環境 をつ く り 出す ことができる。 規格 は， 一般 消費者と 深く かかわる 製 
品 や サービスの 設計の あり方 を 大きく 左右す るた め， 非常に 重要な 意味 を もつ。 

4.3 規格原案の 作成に おいて， 関係 委員会に は， 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 配慮す る ことが 
推奨され る （ISO/1EC Policy Statement 参照）。 この 規格の 目的 は， 規格の 作成に 携わる 人 又は 関連す る 他 

の 人々 を 対象に， 規格の 作成 及び 改訂に おいて， 加齢 や 障害に かかわる 問題に 配慮す る 際の 体系的 手順 を 
示す ことで ある。 また， 関係 委員会が， それらの ニーズ を どの 程度 規格 作成 作業に 取り込めて いるか を 判 
断す る 際の ツールに もな り 得る。 

4.4 標準化 委員会に は， （ISO/IEC Guide 50 及び ISO/mC Guide 51 に 規定のと おり） 危険に 関する 調查， 

検討 も 行われる ことと なって いる。 この 規格に は， 機能障害の ある 人々 にと つて 危険に つながり やすいと 
思 われる 要素が 記載 されて いるので， そのような 作業の 参考資料 にもな り 得る。 

4.5 支援 技術 （器具， ソフト ゥ ヱァ， サービス） は， 高齢者 や 障害の ある 人々 の ニーズの 一部に 応える 
ものと して 存在す る。 一般 向け 製品と 支援 技術に 互換性 を もたせる こと は 重要で ある。 日用品に は， 特に 
高齢者 や 障害の ある 人々 に 通常 使われて いる 福祉機器との 互換性が 求められる。 例えば， 風ろ （呂） と 入 

浴用い （椅） 子， 電話と 補聴器と は 対応が とれて いる ことが 望ましい。 

4.6 障害の ある 人に とって， 人的 援助 は， これに は 身体障害者 補助 犬に よる 援助 を 含む が， ときとして 
不可欠で は あるが， 決して ァ クセシ ブル デザインの 前提と してみ なされて はならない。 ァ クセシ ブル デザ 
ィ ンが 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 十分に 応えられない 場合， 特に サービスの 分野に おいて， 人 
的 援助の 必要性 を 検討す る ことが 求められる。 

4.7 製品 を 設計す る 際， 安全性と ユーザ ビリ ティとの 両立が 難しい 場合が ある。 例えば， 子どもの 安全 

に 配慮し， 開けに く くな つてい る 薬瓶 は， 視覚， 筋力 及び ほ _ (？? IL き 自由 さが 低下した 高齢者に とつ 
て も 開けに くいもの となる。 安全性 は 常に 最 重要 条件で は ある 力、 関係 委員会 は， 使いやす さに も 配慮し， 

人間工学に 基づいた 解決策の 創出に 努める ことが 望ましい。 子供の ニーズへの 配慮に ついては， ISO/IEC 
Guide 50 で 提供され ている。 
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5. この 規格 を 活用す るに は 

5.1 6. では， 規格 作成に おいて 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 配慮す る 際の 手順 を 示す。 

5.2 7. では， 製品 や サービス や 環境 を 利用す る 際に 必要と なる 要素と， 様々 な 能力 （た 身 等） を 

もつ 人々 との かかわり を， 表 1 〜表 7 で 示して いる。 

53 8. では， 表に 記載され た キーワード を 使いながら， 各 要素に ついて 詳しく 解説す る。 
5.4 9* では， 表に 記載され た 感覚， 身体， 認知な どの 様々 な 機能 を 解説し， それらの 障害の 原因 や 影 S 
を 簡単に 説明す る。 また， 人の 活動 を 妨げ， ときには 命に も かかわる アレルギーの 問題 も 取り上げる。 規 
格の 作成に 携わる 人 は， 9. の 全体に 目を通し， 障害に 関する 理解 を 深める ことが 望ましい。 
5.5 参考文献に は， 規格の 作成に 携わる 人が， より 詳細で 具体的な 情報 を 得られる ような， 資料の リス 
トを 掲載した。 

6. 規格の 作成 一規 格 作成の 過程で 配慮で きる こと 新たな 規格の 作成 や， 既存の 規格 を 改訂 するとき， 
高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 配慮され ている か を 確かめる 際に， 以下の 図が 役立つ かもしれ ない。 
規格 作成の 過程が 左から 順に 示され， 各項 目の 下に， 何 をすべき かの 指針が 記載され ている。 
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規格 作成 計画の 
決定 



委員会の も つ 
資源の 確認 



確認 事項： 

• 委員 は 加齢 及 
び 障害の 問題 
を 理解して い 
る 力 \ 例えば 専 
門 家 及び 当事 
者が いる 力、， 又 
は 講習に よつ 
て 必要な 知識 
及び 経験が 行 
きわたつ てい 
るか 

- 委員会の 会議 
室 は， 高齢者 及 
び 障害の ある 
人々 にと つて 
ァ クセシ ブ ル 
か 

• 委員会の 資料 
は 代替 形式で 
も 入手 可能 か 

- 消費者 問題に 
関する データ 
は ある 力、 （事故 
に関する デー 
夕 ，市場調査の 
結果 等） 



規格 本体の 作成 



検討 事項 ： 

• 高 蹄 者 及び 障 
害の ある 人々 
の ニーズと 安 
全の 問題 を 取 
り 上げて い る 
か 

• 新たな， 又は 
改訂 された 条 
件 下で 危険 を 
最小限に 抑え 
る 方法 を 取り 
上げて いるか 

- 様々 な ユーザ 
一が 利用で き 
るよう に， 商品 
及び サービス 
のァク セシビ 
リ ティ を 最大 
限まで 高める 
方法 を 取り 上 
げ ている 力、 

'支援 技術の よ 
う な 特別の 解 
決 策が 必要な 
場合 を 取り 上 
げ ている か 



再検討 



確認 事項： 

• ユーザ ビリテ 

ィ に関する 検 
討 を 経た カバ 消 
費 者 モニター 

等） 

• 規格で 使われ 
た 用語 は， 高齢 
者 及び 障害の 
ある 人々 に受 
け 入れられて 
いる カバ 差別 的 
ではない 力り 

，規格 案 は， 高 
齢 者 及び 障害 
の ある 人々 の 
グループ を 含 
む， 多くの 関係 
者に 幅広く 回 
覧 された か 



規格の 出版 



確認 事項 ： 
• 規格 は 印刷 以 

外の 代替 形式 
でも 提供 可能 
か 



必要事 項の 確認： 
• 規格の 目的 は 
何 か 

• 規格の 対象と 

なる 製品 及び 
サービス を 利 
用す るの は 誰 
か 

• 対象と なる 製 

品 及び サービ 
スの 現在の ァ 
クセシ ビリテ 
ィ は どの 程度 
か 

參考 資料 及び 協 

力 者 を 集める 

• 製造業 者 

• 高齢者 及び 障 
害の ある 人々 
の 声と なる 団 
体 

- 消費者 調査の 
結果 及び モニ 
夕 一 グループ 

• 指針 又は 施策 

宣言 



7. ァ クセシ ブル デザイン を 確実に する ため， 規格 作成 時に 配慮すべき 要素の 表 

7.1 概要 表 1 〜表 7 は， 種々 の 能力 （くむ 身 _ ，構 熊雙） レベルの 人々 が 製品 や サービス や 環境 を 利用す る 
際， どのような 課題が 生じる のか を， 規格の 作成に 携わる 人が 見き わめる のに 役立つ ように 作られて いる。 

複数の [55: 害 を 併せ もつ 人々 もい るので， 常にす ベての 障害に 配慮す る ことが 望ま しい。 

7.2 個々 の 表の 目的 各 表 は， それぞれ， 規格で 取り上げるべき 箇条に 対応して いる。 その 箇条 は 次の 
とおりで ある。 

表 1 ： 情報 ； 表示， 注意 表示， 警告 

表 2 ： 包装 ； 開閉， 使用， 廃棄 

表 3 ： 素材 

表 4 ： 取 付け 

表 5 ： ユーザー インタフェース； 取扱い， 操作 具， フィードバック 
表 6: 保守， 保管， 廃棄 
表 7 ： 構築 環境 （建物 等） 
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7.3 表の 使い方 

7.3.1 表 を 利用す るに は， まず， 規格の 作成に 携わる 人 は， どの 表が 原案 内容と 適切に 関連す るか， すな 
わち どのような 箇条 を 規格に 含める のか を 割り出す こと を 推奨す る。 例えば， 電気 製 品 に かかわる 規格の 
場合， 含まれる 分野 は， 情報， 包装， 素材， 取 付け， ユーザー インタフェース， 保守に ついての 箇条 を 含 
める ことになると 思われる ので， 表 1 から 表 6 までが 関係す る。 食品 包装に 関する 規格の 場合， 含める こ 
とになる 箇条， 情報， 包装， 素材， ユーザ一 イン タフ ヱ ース， 保守で あり， 表 1 から 表 3， 表 5， 表 6 を 参 
考に するとよ い。 建物 内外の アクセスに かかわる 規格で あれば， 情報， 素材， 取 付け， ユーザー イン タフ 
エース， 構築 環境 全般が 関連す るた め， 表 1， 表 3， 表 4， 表 5， 表 7 が 参考と なる。 

7.3.2 各 表で は， いちばん 左の 列に キーワードが 記載され， 配慮すべき 要素 を 特定で きる ようにな つてい 
る。 キーワードに 付けられた 番号 は， この 規格の 8. に 対応して いる。 

例 電気製品の 場合， 情報 表示 及び 警告に ついての 箇条 を 作成す る 際に は， 代替 様式， 情報の 位置と 
レイアウト， 周囲の 照明な どに ついて 配慮す る ことが 望ましい。 "代替 様式" について は 8.2 で， 
"位置と レイ ァゥ ト" について は 8.3 で 詳しく述べ ている。 
7.3.3 各 表に は， 塗りつ ぶされ たます 目に よって， 個々 の 機能障害 に対する 重要な 配慮すべき 要素が 示さ 
れ ている。 特に 重要と 思われる ます 目が 埋められ ている 力ま， 個々 の ケースに ついて， すべての ます 目を検 
討す る ことが 望ましい。 表 1 の 代替 様式に よる 情報 や 警告の 表示が， 感覚 障害 [視覚， 聴覚， 触覚， 味覚， 
きゅう （嗅） 覚] や， （手 き 自由 さ， 言語 や 読み書きに 障害の ある 人々 にと つて 重要で ある ことが 
わかる。 どの 代替 様式が 適切で あるか は， かかわる 心身の 機能で 異なる 力、 より 多種の 代替 様式が 使えれ 
ば， よ り 多数の 人々 に 有効と なるこ と は 明らかで ある。 表で 取り上げられた 心身の 機能に は 番号 を ふり， 
9. に 詳細情報 を 記載した。 例えば， 視覚の 機能 や， その 障害に 伴う 危険の 可能性 は 9.2.1 で 述べて いる。 
7.3.4 最後に， 規格の 作成に 携わる 人 は 適切に 表， すなわち 目的と する 規格に 応じた 表 及び 要素 を 選択す 
るの が 望ましい。 その 一方で， 適切な 表 及び 要素 を 特定した 後， 表 中の 人の 能力 身 や _ 構 魅 等） につい 
ての 列の すべて を 検討す る ことが 望ましい。 なぜなら， 製品， サービス または 環境に 関する すべての 要素 
力、 様々 な 能力 （心身の 機能 等） の 人が 存在す るた め， 大切に なり 得る からで ある。 



^作 権 法に より 無断での 複製， ％^ 戦 等 は 禁止され てお り ます。 



表 1 情報に 関する 箇条での 配慮すべき 要素 

よく 設計され た 製品 又は サービス は， 説明 情報がなくても， その 形状 や 状態から， 使い方が 分かる ようになつ ており， また， 説明 情報に 全く 注意 を 払わない ユーザ 

一 も 存在す るが， 特に 危険の 警告 等の 情報が ある 場合に は， 製品 又は サービスが すべての ュ一 ザ 一に 届く もので なければ ならない。 ISO/IECGuid37: 1995 にも， こ 

の 件に 関する 記載が ある。 高齢者 及び 障害の ある 人々 の 情報 アクセス を 最大限 確保す る 方法 は 次に よる。 



情報 （表示， 注意 表示， 
警告） に関する 規格の 
箇条での 配慮すべき 要 
m 


人の 能力 （心身の 機能 等） 


9.2 感覚 


9.3 身体 


9.4 認知 


9.5 
アレルギー 


9.2.1 

視覚 


9,2.2 

聴覚 


9.2.3 

触覚 


9.2.4 

味覚/き ゆ 

ス /n 白、 <^ 
つ （喫） 見 


9.2.5 

平衡感覚 


9.3.1 

(手の 動 
さ の） 
白お^ 

H 1±1 cr 


9.3.2 

操作 


9.3.3 

動作 


9.3.4 

筋力 


9.3.5 

発声 


9.4.2/3 

知的 能 
-f-i / ミっ, f さ 


9.4.4 

目 Rp/gTC 
マ， ^ 

が 書き 


9.5 

接触/食物 
/気道 


Q , i キ 珠薛ォ 

ム 1\ 晉 像ぶ、 




























1 /々 库 /1 ノノマ r"7^» 

O.J 111 直/ レ" i ノ' ノ r 
















謹 謹; お 謹;;、 


難: ち: お 羅^ 






ま:; 




0.4 yM"M/ グレノ 




























o c ./fi /つ、 ノ らマ V 
0.5 J ン卜 フス 卜 






















霸 






9.0 乂 子/人 5 e と 




























O. ノ 刀 73、 リ"^ 1 い） 曰 5^ 




























8.8 図 記号/イラスト 
レ 一 ぐノ つ 、ノ 




























8.9 音量/周波数 




























8.10 抑えた 速度 




























8.11 区別し やすい 形 




























8.12 扱い やす さ 




























8.13 使用 期限 表示 




























8.14 成分 表示 




























8.15 表面 温度 




























8.16 ァ クセシ ブルな 

経路 





























^^ids^^. ¥B3tw 鍵 _h ゆ さ- r*- WTC 
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表 2 包装に 関する 箇条での 配慮すべき 要素 

配慮すべき 要素に は， 表 1 (注意 表示） 及び 表 3 (素材） にも 関連す る 包装への 表示と， 包装の 開封 及び 廃棄に 関する 要素 を 含む。 



包装 （開閉， 使用， 廃 
棄） に関する 規格の 箇 
条 での 配慮すべき 要素 


人の 能力 （心身の 機能 等） 


9.2 感覚 


9.3 身体 


9.4 認知 


アレル ギ— 


9.2.1 

視覚 


9.2.2 

聴覚 


9.2.3 

触覚 


9.2.4 

味覚/き ゆ 
う （嗅) 覚 


9.2.5 

平衡感覚 


9.3.1 

(手の 動 
きの） 
自由 さ 


9.3.2 

操作 


9.3.3 

動作 


9.3.4 

筋力 


9.3.5 

先 尸 


9.4.2/3 

知的 能 
力/記 億 


9.4.4 

み 書き 


9.5 

接触/食物 
/気道 


8.2 代替 様式 












謹 ま m :s m-;.:;:: 






m-z ■ ' 謹 










8.4 照明/ グ レア 




























8.5 色/コントラスト 


■ 




















;:「 一 ■■ ：：.^m ■■mm 






8.6 文字/大きさと 形 




























8.8 図 記号/ ィ ラスト 

レー シ ョ ン 




























8.11 区別し やすい 形 




























8.12 扱い やす さ 




























8.17 道理に かなった 手 
順 




























8.18 表面 仕上げ 




























8.19 非 アレルギー 性/ 
無毒 性 
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表 3 素材に 関する 箇条での 配慮すべき 要素 



素材の 性質 は， ユーザ一 に対する 大きな 影響力 を もつ。 



素材に 関する 規格の 箇 

条 での 酉 己 慮すべき 要素 


人の 能力 （心身の 機能 等） 


9.2 感覚 


9.3 身体 


9.4 認知 


9.5 

アレルギー 


9.2.1 

視覚 


9.2. L 

聴覚 


9.2.J 

触覚 


9.2.4 

味覚/き ゆ 
う （嗅） 覚 


9.2.5 

平衡感覚 


9.3.1 

(手の 動 
きの） 
自由 さ 


操作 


動作 


筋力 


a ^ S. 

発声 


知的 能 

力/記 億、 


yAA 

言語/読 
み 書き 


9.5 

接触/食物 
1 メ、 フ且 


8.4.4 グ レア 




























8 5 色/コントラスト 




























8 11 区別し やすい 开乡 

1 服 1— —— - /J J レ \ フ V / 1 ノ 




























8.12 扱い やす さ 




























8.14 成分 表示 




























8.15 表面 温度 




























8.18 表面 仕上げ 




























8.19 非 アレルギー 性/ 
無毒 性 




























8.20 音響 
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表 4 取 付けに 関する 箇条での 配慮すべき 要素 

多くの場合に， 取 付け は， 筋力 低下の ような 機能障害 を もたない 適任者に よって 行われる 力、， 又は 行われる のが 望ましい。 しかし， そうで あっても， 可能な 限り， 
さまざまな 能力 （心身の 機能 等） に 配慮す る ことが 望ましい。 



取 付けに 関する 規格の 
箇条での 配慮すべき 要 
素 


人の 能力 （心身の 機能 等） 


9.2 感覚 


9.3 身体 


9.4 認知 


9.5 
アレルギー 


9.2.1 

視覚 


9.2.2 

聴覚 


9.2.3 

触覚 


9.2.4 

味覚/き ゆ 
う （嗅) 覚 


9.2.5 

平衡感覚 


9.3.1 

(手の 動 
きの） 
自由 さ 


9.3.2 

操作 


9.3.3 

動作 


9.3.4 

筋力 


9.3.5 

発声 


9.4.2/3 

知的 能 
力/記憶 


9.4.4 

B ロロ/ aTH 

み 書き 


9.5 

接触/食物 
/気道 


8.4 照明/ グ レア 




























8.8 図 記号/イラスト 
レ一シ ョ ン 




























8.11 \Am しゃ^ レ5开；^ 




























8.12 扱い やす さ 




























8.17 道理に かなった 手 
順 




























8.18 表面 仕上げ 




























8.19 非ァ レルギ 一 性/ 

無毒 性 




























8.21 フェール セーフ 
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表 5 ユーザー インタフェース に関する 箇条での 配慮すべき 要素 

この 分野への 配慮 は， 多くの ユーザーに？ ザして， 最も 大きな 影響力 を もつ。 



ユーザ一 ィ ン タフ エー 
ス （操作， 操作 具， フ 

ィ 一 ドバッ ク） に 関す 

2. -H3 -ir^ rr\ な ザ、 rT\ 1553 r& 
な 現 M の © 朵 C 

寸べ 


人の 能力 （心身の 機能 等） 


9.2 感覚 


9.3 身体 


9.4 認知 


9.5 
アレルギー 


9.2.1 

視覚 


9.2.2 

聴覚 


9.2.3 

触覚 


9.2.4 

味覚/き ゆ 
1 {^) 見 


9.2.5 

平衡感覚 


9.3.1 

(手の 動 

ミリ》 
白 由 さ 


9.3.2 

操作 


9.3.3 

動作 


9.3.4 

筋力 


9.3.5 

発声 


9.4.2/3 

か n JLL ム!^ 

知的 

-h /お' 1 音 
刀/口 じ 1 思 


9.4.4 

言語/読 
フ '奢き 


9.5 

接触/食物 
/気道 


Q 1 代 薛様ォ 




ド;: ::.::f 謹:. 國 1: ほ^ 












匪 画 漏,:: 頃隨 




： ： 




： 職::::::：::：'》::,: リ M ;：：:：-：: 




Q 1 {ir^ny ノア ウレ 




























C A 昭日 3/ タ、 しァ 




























Q C つ、 ノ}> ラス) 


簾: 画； ；：; ：: ：靈: 


























/: サ ま/ 士キ七 y 




























o 7 .4^ んり "^すし： i きき 五 

0. / ZJ V \ 9 レ" * CZI ロロ 


；"? 蠻: 


























8.8 図 記号/イラスト 
し 一 、、ノ -1 、ノ 

レ Z d ノ 






















i 爾:: i' に ,■•■■{ 






Q Q 吾署 -/阁 ジ/ # 粉 
。.ソ 曰 里/ ノ Rj お乂 :$r 乂 




























8.10 抑えた 速度 


II：：： 




















UiU^P >,：■■■：■,...■ ■: 






O.II l2i;5'J し、— 9 レュ TT ク 


















































-ャ ' ■ 






o.lD 衣 LHJ 恤/ 乂 




























8.17 道理に かなった 手 
順 




























8.18 表面 仕上げ 




























8.19 非 アレルギー 性/ 
無毒 性 




























8.20 音響 




























8.21 フェール セーフ 
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表 6 保守， 保管， 廃棄に 関する 箇条での 配慮すべき 要素 

この 分野の 作業 は， ユーザー 以外の 人に よって 行われる 可能性が ある。 表 4 も 参照。 



保守， 保管， 廃棄に 関 
する 規格の 箇条での 配 
慮すべき 要素 


人の 能力 （心身の 機能 等） 


9.2 感覚 


9.3 身体 


9.4 認知 


9.5 

ァ レルギ —— 


9.2.1 

視覚 


9.2.2 

聴覚 


9.2.3 

触覚 


9.2.4 

味覚/き ゆ 
う （嗅) 覚 


9.2.5 

平衡感覚 


9.3.1 

(手の 動 
きの） 
自由 さ 


9.3.2 

操作 


9.3.3 

動作 


9.3.4 

筋力 


9.3.5 

発 尸 


9.4.2/3 

知的 能 
力/記憶 


9.4.4 

S 5 口:/ aJCi 
み 書き 


9.5 

接触/食物 
/気道 


8.2 代替 様式 




























8.4 照明/ グ レア 




























8.8 図 記号/ ィ ラスト 
レー シ ョ ン 


m 


























8.11 区別し やすい 形 




























8.12 扱い やす さ 




























8.17 道理に かなった 手 
順 




























8.19 非 アレルギー 性/ 
無毒 性 


























51^ 
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表 7 構築 環境 （建物 等） に関する 箇条での 配慮すべき 要素 



構築 環境の 設計に は， 特別に 支援 技術の 要素 を 取り入れる 必要が あるか もしれ ない。 例えば， 車い す を 考慮して， 通路 を 広く 取る ことが 求められる。 動物 禁止の 建 
物で あっても， 身体障害者 補助 犬 は 許可され る ことが 望ま しい。 設計 条件が 厳しい ときには， 例えば 視覚 障害の ある 人々 や 車い す 利用者に は 人的 援助 を 提供す る こと 
で， アクセスの 確保が 可能と なる。 



構築 環境 （建物 等） に 
関する 規格の 箇条での 
配慮すべき 要素 


人の 能力 （心身の 機能 等） 


9.2 感覚 


9.3 身体 


9.4 認知 


Q C 

アレル ギ— 


9.2.1 

視覚 


9.2.2 

聴覚 


9.2.3 

触覚 


9.2.4 

味覚/き ゆ 
う （嗅) 覚 


9.2.5 

平衡感覚 


9.3.1 

(手の 動 
きの） 自 
由 さ 


9.3.2 

操作 


9.3.3 

動作 


9.3.4 

筋力 


9.3.5 

発声 


9.4.2/3 

知的 能 

力/記憶 


9.4.4 

S ヨロ /etc 

み 書き 


9.5 

接触/食物 
/気道 


8.2 代替 様式 




























8.3 位置/レイアウト 












涯 :::: %Mmm: 


画 羅聽 1 


廻稱鍾 纏瞧誦 画 






園 國醫删 ；: 匪 ： 






8.4 照明/ グ レア 




























8.5 色/コントラスト 




























8.6 文字/大きさと 形 




























8.7 分かりやすい 言語 




：; 纏 醒醒: 暴 き^ 
























8.8 図 記号/イラスト 
レー シ ョ ン 
























二. 




8.9 音量/周波数 




























8.10 抑えた 速度 




























8.12 扱い やす さ 




























8.15 表面 温度 




























8.16 ァ クセシ ブルな 

経路 


















, ：：：' IIU M-fi-i,,,, 










8,18 表面 仕上げ 




























8.19 非 アレルギー 性/ 
無毒 性 




























8.20 音響 




























8.22 換気 




























8.23 難 燃 性 
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8. 配慮すべき 要素 
8.1 概要 

8.1.1 この 箇条で は， 表 1 〜表 7 及び 9 . の 能力 GXi: 轰 態 等） についての 詳細 説明と ともに 利用す る 
こと を 想定し， 製品， サービス， 及び 環境の もつ どのような 特徴が， 高齢者 及び 障害の ある 人々 にと つて 
助 け となる か 又 は 妨げと なる か を 詳 しく 記述す る。 

8.1.2 8.2 以降で は， 表に 記載され た キーワード について 詳説し， 製品 及び サービス をァ クセシ ブルに す 
る 際に 配慮すべき 要素 を 示す。 幾つか 実例 を 挙げてい る 力、 あくまで 参考 例で あり， 仕様 を 規定す る もの 
ではない。 挙げられた 課題 や 対処 法 は， すべて を 網羅す る もので はない。 

8.1.3 ァクセ シビリ ティに 関する 既存の 国際規格 や 規格が ある 場合， 新た な 規格の 作成 又は 改訂 を 行 う 前 
に それらに 目を通し， 7.3.3 で 特定 し た 表 及び 要素の 項 目 に 照 ら し て 検討す る ことが 望ましい。 
8.2 代替 様式 

8.2.1 概要 代替 様式 （3.8 参照） は， 異なる 様式 又は 感覚 要素 を 利用して 製品 及び サービス をァ クセシ 
ブルに する ための 提示 方法で ある。 情報 や 機能の ような すべての 入力 及び 出力， すなわち， 情報 表示 及び 
操作に 対して， 例えば 視覚と 触覚と いった 一つ 以上の 代替 様式 を 設ける ことで， 言語/読み書きに 障害の 
ある 人々 を も 含む， より 多くの 人々 を 支援す る ことができる。 （£9_敷1ゅ） 自由 さや 筋力に 障害の ある 人 
に 配慮す ると， 扱い やすい 代替 用 包装が 必要 かもしれ ない。 

8.2.2 視覚 情報に 代わる もの 表面 仕上げの 種類 及び 感触 は， 視覚 障害の ある 人々 にと つて， 注意 表示 及 

び 警告 を 強めて 伝える， 大切な 触覚 フィー ド バックに な り 得る。 

電子 製品が 出す 視覚 情報 は， 可能な 限り， その 製品に 組み込まれた 音声 又は 他の 方法で も 提示され， 点 
字 を 知らない 視覚 障害の ある 人々 や， 読み書きの 困難 又は 不可能な 人々 にも 伝わる ようになつ ている こと 
が 望ましい。 印刷され た 視覚 情報 は， 代替 様式 （電子音 声， 大きな 浮き出し 文字， 点字 等） でも 提供して， 
視力の ない 人々 に その 情報が 伝わる ことが 望ましい。 また， 大き く 印刷して 弱視 者に も 判読で きる ことが 
望ま しい。 

8.2.3 聴覚 情報に 代わる もの 可能な 限り， 音響 信号 は， 聴覚 障害の ある 人々 に 配慮して， 視覚 又は 他の 
感覚に 訴える 信号と ともに 提示す る ことが 望ましい （例えば 筆談， 図 記号， 振動， 手話)。 特に， 火災 報知 
のよう な 音に よる 警告 は， 例えば， 見やす い 位置に 設置され 明確に 分かる フラッシュ ライ ト のよう な 視覚 
信号 を も 同時に 発生させる ことが 望ましい。 

8.2.4 音声 入力に 代わる もの 声に よって 操作す る もの， 例えば 建物への 入 館 を 許可す る 警備 システム 等 

に は， テンキー による 入力 や， ビデオ 監視 システム といった 代替 様式 を 用意す る ことが 望ましい。 

8.2.5 身体の 特徴 を 利用した 個人 識別 及び 操作 生物 測定 学 を 利用した 個人 識別 を 行う 場合， 別の 識別 方 

法が 用意され る ことが 望ましい。 例えば， 網膜 を 利用した 認証 システム は， 網膜の ない 人が， 指紋が 必要 
な システム では， 手がない， 又は 義手 を 使って いる 人 は 個人 識別の 代替 様式が 用意され ない 限り は， その 
装置 を 操作で きない。 

8.2.6 発作の 防止 画面 上の 文字な どの 表示 を， 又は 画面 全体 を フラッシュさせる 場合に は， 視覚 刺激に 

よる 発作 を 引き起こ しゃすい 明滅 速度 を 避ける ことが 望ましい。 

8.3 情報 及び 操作 具の 位置 及び レイ ァゥ 卜 並びに 手すり 及び 取っ手の 付け 方 



：；^ 作 権 法に より 無断での 複製， ； liz^ 戯 等は禁 |1: されて おります。 
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8.3.1 位置 表示 及び 操作 具の 位置 は， 製品の どこに 付ける 力、， 建物 内の どこに 付ける 力、， 又は サービス 
に関する 情報 （例えば， ドラ イク リ一 ニン グ 業者が 衣服の ク リ一 ニン グを 受け付ける 条件に ついての 注意 
書き） を 提供す る 場所 を どこに する か は 重要で ある。 表示 及び 操作 具の 位置 は， 視覚 障害の ある 人 や， 言 

語 Z 読み書きに 障害の ある 人々 にと つて 気づき やすく， 立った 姿勢で も， 車い すからで も 見る ことができ， 

かがまなくても 簡単に 利用で きる ことが 望ましい。 このために は， 表示 や 操作 具の 位置 は， 固定され てい 
ないか， 調整が 可能 か， 複数 箇所に 配され る 必要が あるか もしれ ない。 表示 又は 操作 具 は， 例えば， どち 
らの 手で 製品 を 持っても， 両手で 扱っても， 手の 機能 や 力に 障害の ある 人が 独自の 持ち 方 をしても， 隠れ 
てし まわない 位置に 付けられる ことが 望ましい。 

8.3.2 建物 建物の 設計に は， 安定感の ある 手すり を 適切な 位置に 取り付ける など， 安心と 自信 を もたら 

すよう な， 簡単な 対策 を 講じる ことができる。 操作 具 及び ドア ハンドル を 届き やすい 位置に おく と， （_f^:2 
WW__02) 自由 さ， 操作， 移動 又は 筋力に 障害の ある 人々 にも 扱い やすくなる。 

8.3.3 レイアウト 視覚 や 認知 機能に 障害の ある 人々 にと つて， レイアウト も， 表示 及び 操作 具の 分かり 
やす さ を 決定 づける。 配慮すべき 要素と して， 表示 及び 操作 具の 理 にかな つた 配置， 表示の 各行の 長さ， 
情報の 的確 さ 及び 操作 具 と 実際の 動きとの 関連性な どが 挙げ られ る。 
8.4 照明の 強さと グ レア 

8.4.1 明るさの 確保 適切な 照明が あれば， 視覚 障害の ある 人々 にと つて， 表示 及び 操作 具が より 見やす 

くなる。 また， 適切な 照明 は， 口 話 又は 手話に よる 聴覚 障害の ある 人々 の コミュニケーション にも 有用で 

ある。 

8.4.2 周囲の 明るさとの 関係 製品が 使われる 場所の 明るさに 配慮す る ことが 望ましい。 例えば， テレビ 
の 操作 具 〔'え:^ _ョ__ン_ 等） は 暗い 部屋で 使われる かもしれ ないし， 製品の 取 付け は， 暗い ところで 行われる 
場合 も ある。 
8.4.3 建物 

8.4.4 グ レアの 回避 明るす ぎる 照明 及び 指向性の 強い 光 は， 深い 影ゃグ レアの 原因と なる。 グ レアの 可 
能 性 を 抑える ために， 表示板が 光 を 反射した り， 説明書 や 包装の 表示 部分の 紙質に 光沢 を もたせる 等 は 避 
ける ことが 望ましい。 
8.5 色と コントラスト 

8.5.1 適切な 色の 選定 色の 選択 は， 理解の しゃす さ 及び 見やす さに とって 重要で ある。 より 区別し やす 
い 色の 組合せと， そうでな いものと が ある。 例えば， 赤と 緑 は， 一部の 人々 （色覚 異常の ある 人々） にと 
つて 見分ける ことができない。 

8.5.2 色の 組合せ 色の 最適な 組合せ は， 案内 表示な のか， 危険の 警告な のか 等， それが 示す 情報の 目的 

と， 利用され る 場所の 照明の 条件に よって 異なる。 例えば， 黄色 や 薄い 灰色の 地に 黒 は， 強い グ レアな し 
に はっきりと 見える 組合せの 代表例で あり， 淡い 背景に 淡い 色， 薄い 灰色の 地に 赤い 文字 又は 記号 は， 見 
にくいた め， 通常 避ける ことが 望ましい。 

8.5.3 色 を 使った 情報 表示 色 を 用いて 伝えよう とする 情報 はすべ て， 色 以外の 他の 表示 手段 を も 併用し 

て 表示す る ことが 望ましい。 情報 を 伝える， 応答 を 表示す る， 又は 視覚 的 要素 を 見分ける 手段と して， 色 
だけ を 利用す る こと は 避ける のがよ い。 



：:；^ 作袍 法に より 無断での 複製， 転載 等は禁 |1:： されて お ります。 
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8.6 情報， 警告 及び 操作 具 （；^_ィ_ ツチ _鞲） の 表示に 適した 文字 や 記号の 大きさと 形 情報， 警告 及び 操 

作 具 （.ス)— ：1ク_± 題） の 表示に 適した 文字の 大きさ は， それらが どの 程度の 距離から 利用され るの か， 周囲 
の 明るさ， そして， 背景 色と 文字 色の コントラスト によって異なる。 書体の 選択， セリフ （字画の ひげ 飾 
り） の あるな し， 斜体 とする しない， 字画の 太 さも， 読みやすさに 大きく 影響す る。 大文字の アルファべ 
ット は， 小文字に 比べて 読みに くいこと にも 留意すべき である。 これ は， 特に 視覚 障害の ある 人々 にと つ 
て 重要な 要素で ある。 文字の 大きさ や 書体 及び 警告の ための 記号 を 指定す る こ と を 検討す る とよい。 
8.7 分かりやすい 書記 言語 及び 音声言語 による 情報 

8.7.1 文章に よる 情報の 整備 他の 代替 様式に 加え， 可能な 限り， 情報 を 文章 表現した 形で も 整備す る こ 
とが 望ましい。 これによ つて， 文章 以外の 情報 を 視覚で とらえたり， 区別したり， 判読 するとい つた 作業 
の 困難な 人々 にも， 理解が 容易になる し， また 他言 語への 翻訳が 容易と なる。 

8,7,2 情報の 複雑さの 検討 注意 表示 又は 操作 手順が 複雑す ぎる と， 高齢者 及び 知的 制約 を もつ 人々 にと 

つて， 製品の 利用が 困難になる 場合が 多い。 平易な 書き言葉 又は 話し言葉 は， 視覚 及び 聴覚に 障害の ある 
人々 にと つても， より 分かりやす いものと なる。 

8.7.3 印刷され た 注意 表示 印刷され た 注意 表示で は， 一文 一文 を 短 く と どめ， 単純 明 りょう で 技術的で 
ない 言語 を 使い， 簡単な ィ ラス ト レー シ ヨンが 添えられ ている こ とが 望ましい。 

8.7.4 音声言語 による 情報 音声言語 による 情報に 対する きまり は， 印刷され た 情報に 対する ものと 類似 

している。 その 文脈 は 情報が 意味の ある こ と を 確実に する よう に 常に 配慮され るの が 望ま しいし， そ して 
注意 表示 は 道理に かなった 順序で 情報 を 提供す るの が 望ま しい。 重要な 部分 は， 繰り返し 述べる ことによ 
つて 強調 するとよ い。 音声言語 による アナウンスの 音量が 小さかったり， 声の 高さが 高す ぎたり 低す ぎた 
りする と， 聴覚 障害の ある 人々 は， より 大きな 危険 や 不利に さらされる ことになる。 

8.7.5 複数 言語への 対応 注意 表示 を 複数の 言語で 提示す る 場合， 印刷 情報で あれば， 1 ページ 中に 言語 
を 混在 さ せ ず に 言語 ご とに 別 ページと する ことが 望ましい。 音声言語 による 情報の 場合 に は， ど の 言語で 
話す かとい う 分かりやすい 前置き を それぞれの 言葉で 付ける とよい。 

8.8 図 記号 及び イラストレーション 取扱 説明 又は 製品 そのものに 表示され る 注意 表示に は， 文章 だけ 

でな く， はっきり 目的の わかる 記号 又は 図解 を 併記す ると， 製品の 組立 や 利用が 容易になる。 例えば， 同 
じ 記号の 付いた 部分 を 合わせる こ と によって 組立が でき る よ うに 工夫した り ， 操作 具の 表示に 記号 を 用い 
たり 等が 可能で ある。 

8.9 言語 以外の 音に おける 音量と 高さ 警報， 報知 音の 音量が 十分でなかった り， 音の 高さが 高す ぎた 
り 低す ぎたり すると， 視覚 障害の ある 人々 は， より 大きな 危険 や 不利に さらされる ことになる。 音量 は， 
できる 限り 広い 範囲で 調整 可能で ある ことが 望ましい。 また， 可能であれば， 複数の 周波数 成分 を 含んだ 
音に よって 情報 を 与える ことが 望ま しい （例えば， 幾つかの 大きい 周波数 成分 を もった 音 を 警報と して 使 
用す る）。 音量の 急激な 変化 を 避ける ことが 望まれる。 

8.10 速度 を 抑えた 情報 提示 音声言語 による 情報の 速度 を 抑える と， 伝達 内容の 理解が しゃすくなる。 
個々 の 注意 表示の 間で ま をと ると， 情報 を 理解 し 実行に 移す た め の 余裕が で き る 。 伝達 情報が 速す ぎる と， 
聴覚 障害 や 学習 障害の ある 人に とっての 理解が 困難になる。 表示 面 上で 動かして 表示す る， 又は 一時的に 
表示した 後 消える よ う な 情報の 場合， 提示 時間の 長さに 配慮す る ことが 望ま しい。 
8.11 区別し やすい 製品， 操作 部 及び 包装 

8.11.1 形に よる 区別 区別し やすい 形 を 採用す ると， 視覚 障害の ある 人々 や 触覚に 障害の ある 人々 にと つ 

て， 製品 を 見分けたり， 部品の 組立 方 を 理解したり， 操作 具 （_ ろ 黨） を 区別したり といった 作業が 
しゃすくなる。 認知 機能に 障害の ある 人々 にと つても， 慣れた 形状の もの は 利用し やすい。 



：；^ 作 梅 法に より 無断での 複製， fei 等 は禁. |1:： されて おります。 
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8.11.2 製品 又は 操作 部の 向き 製品 又は 操作 部の 形 は， できる 限り， それらの 向き を 伝える ものである こ 
とが 望ましい。 それによ つて， 視覚に 障害の ある 人々 も， 製品の 上下 や 前後 を 簡単に 見分ける ことができ 

る。 

8.11.3 触覚に よる 警告 容器 や 袋 等に， 誰もが 認知で きる 触覚に よる 警告 を 付ける と， 毒性の ある 物 や 腐 
食 性 物質の 区別が 可能と なる。 また 同様に， 建物 内で も， 階段の 始まり や 段差， 駅の ホーム や 危険な 資材 
置き場 等で， 触 知で きる 警告の 採用が 通常 義務づけられ ている。 
8.12 扱い やす さ 

8.12.1 大きさ， 形 及び 重さ 製品の 大きさ， 形 及び 重さ は， それ を 持ち上げたり， 手に 持ったり， 運んだ 
りと いった 動作の しゃす さに 影響す る。 どちらの 手 を 使っても 持ち やすい 形状の 採用に より， 持ち上げた 
り 運ぶ ことが 容易と なる。 通常， 製品 は， より 軽くて 小形の ほうが 好まれる ので， 素材の 密度 （重き） に 
も 気 を 配る ことが 必要で ある。 安全性 を 犠牲に しない 範囲で， 可能な 限り， 製品 は 左右 どちらの 手で も片 

手で 扱える ことが 望ま しい。 

8.12.2 取扱説明書 取扱説明書の 大きさ， ページ 数 及び 紙の 重さ は， 手に 持ったり ページ をめ くったり と 
いった 動作の しゃす さに 影響し， 最終的に は， その 説明書が 活用され る 度合いに 影響す る。 
8.12.3 操作 具 

8.12.3.1 扱い 操作 具 （. ろ:！: や 止め金 等 を 回したり， ひねったり， 押したり 又は 引っ張つ たりす 
る 際 必要と される 力 は， 多くの 障害の ある 人々 にと つて 負担と なる。 操作 部 は， 持ち やすく 手首の 回転 を 
必要と せずに， 同時に 複数の 操作 をし なければ ならない 仕組み を 避け， できるだけ 抵抗な く 動く もので あ 
る ことが 望ましい。 表面が 滑りに く く 加工され ている と， 力が 加え やすくなる。 力 を かけやす い， 又は 増 
力 式の 代替の 操作 具 （ろイ 2 チ還） を 用意す る こと も 考えられる。 ユーザ一 に 合わせた 状態が プリセット 
できる 仕組みの 採用 は， 特に 認知 障害の ある 人々 にと つて 有用で ある。 

8.12.3.2 間隔の 確保 操作 具 （^- 丄— ッ_ —チ— 1) は， 互いに 操作の じゃまに ならない 程度に 間隔 を あけて 配置 

する ことが 望ま しい。 

8.12.3.3 状態 操作 具 （.ろ_ィ_ク±題） が 今 どのような 状態に あるの 力 \ 複数の 感覚 器官 を 通じて ユーザー 

に 知らせる 仕組みの ある こ とが 望ま しい。 

8.12.4 容器と 袋 等 容器 は 開閉し やすいよ うに， 適切な 形， 大きさ， 及び 表面 仕上げで ある ことが 望まし 
い。 食品の 袋 等， 開け づ らい 包装で は， ユーザーが 開封しょう として 刃物 を 用いる 可能性が あるので， け 
がの 原因に もな り 得る。 包装 は， 中身の 安全保障と 両立す る 範囲で， 可能な 限り 弱い 力で も 開閉で きる こ 
とが 望ましい。 

8.12.5 動作に 必要な 時間 製品 は， 短時間で 利用で き， 操作の 余計な 繰り返し を 要求し ない ものである こ 
とが 望ましい。 

8.12.6 応答 時間 読み取り 又は 応答 操作の ために 許される 時間の 上限 値 は， 可能な 限り， ユーザー 自身が 
設定で きる ことが 望ましい。 

8.12.7 建物 及び 構築 環境の 要素 窓， ドア， トイレ 周り， リフト Z エレベーター， ロビー， 内線 システム 
等と いった 建物の 要素 や 部分に は， ァ クセシ ブルで 扱い やすい ことが 望まれる。 具体的に は， 適度な 力で 
利用で き， 適切な 配置， 道理に かなった 構造， 福祉機器 を 使って いても 動け る だけの 空間が ある ことが 望 
ましい。 

これと 同様の ことが， 構築 環境 （野外の ベンチ や テーブル 類， 横断歩道， パーキングメーター 等） や， 
公共 交通機関 （ドア や 券売機 等） にも 当てはまる。 

このような 側面の 配慮 は， 視覚， 平衡感覚， （手の 動きの） 自由 さ， 操作， 運動， 筋力 及び 認知に 障害の 
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ある 人々 にと つて， 特に 重要で ある。 （8.3， 8.16 参照。） 

8.13 使用 期限の 表示 食中毒の 危険 を 軽減す るた めに， はっきりと 表示され た 使用 期限 は， その 内容の 
分かりやす さとと もに 重要で ある。 味覚 やきゅう （嗅） 覚に 障害の ある 人々 にと つて， これ は 特に 役立つ。 
8.14 成分 表示と アレル ゲンに 関する 警告 

8.14.1 明りよう な 成分 表示 は， その 内容の 分かりやす さとと もに 重要で ある。 有害と なる 可能性の ある， 
薬品， ガス や 気体， 煙 等に 関する 警告 は， 特に 視覚 や 味覚， きゅう （嗅） 覚に 障害の ある 人々 にと つて 重 
要で ある。 食物 アレルギー や 接触 アレルギー を もつ 人々 にと つて は， 製品 や 包装に 明確な 成分 表示が 付い 
ている ことが 重要と なる。 既存の 製品の 成分 変更が 行われた 場合， それ を はっきり 知らせる こ と も 大切で 
ある。 

8.14.2 製品 及び 包装が "アレルギー テス ト 済み" である こと を 示す 特定の ラベル は， 安全な 利用 又は 操作 
のた めの 明り よ うな 注意 表示 を 付ける こと と 同様に 有用で ある。 
8.15 表面 温度 

8.15.1 通常の 利用で 触れて しまう 表面 は， 極端に 熱くな つたり 冷たくな つたり しないの がよ い。 素材に 配 
慮し， 例えば， 冷たくな りすぎ ない 素材 を 使うな ど， 適切な 断熱材の 使用に 配慮す る こと も 必要で ある。 
8.15.2 機能 上 極端に 熱く なったり 冷た く なったり する 部分が ある こと を 警告す るの は， 特に 触覚 機能に 障 
害の ある 人々 にと つて 有用で ある。 警告 表示 は， 視覚 や 認知に 障害の ある 人々 にも ァク セシ ブルで ある こ 
とが 望ましい。 
8.16 ァ クセシ ブルな 経路 

8.16.1 段差 建物 内 や 周囲の ァクセ シビリ ティ は， 例えば 出入口 や エレ ベータの 敷居な どの 不必要な 段差 
をな くす ことによって 向上され 得る。 非常に 低い 縁 や 突起で も， つまずきの 原因になる ことがある。 段差 
がな くせない 場合に は， 可能な 限り 低く 抑え， はっきりと 注意 表示され る ことが 望ましい。 
8.16.2 リフトと スロープ 高低 差の あると ころで は， リフト Z エレ ベータ 又は スロープの 設置が 望ましい。 
スロープ は， 車い す や 歩行 補助 具， 電動 スクーターの 使用者に とって 安全で 動き やすい 傾斜で ある ことが 

望ましい。 リフト Z エレ ベータ は， 十分な 広さに する 必要が ある。 

8.16.3 階段 高齢者 及び 障害の ある 人々 の 利用に 配慮して， 階段 や ステップ では， その 両側に， 太 さと 高 
さの 適切な 手すり を 設ける ことが 望ましい。 けあげと 踏 面 は 一定の ものと し， 成人の 足の 長さに 適した も 
のとす る ことが 望ましい。 階段の 初めと 終わりに は， 適切な 色の コントラスト により 段 を 区別し やすい も 
のとす る ことが 望まれる。 

き- 考-… 各-, えこ-色-き _《t は-きぶ 上?^?: 望-ま 丄- ヒ。… 
8.16.4 床 面 床 面 は， 適度に 滑りに くく， しっかりと 安定して いる ことが 望ましい （8.18.3 参照）。 視覚 

障害者 誘導 用 ブロック 敷設が 望まれる。 

8.16.5 開き戸， 引き戸 及び 自閉 ドアの 開閉 システム ドアの 開閉 力、 利用者の 転倒に つながる 可能性の あ 
る ことに 配慮し， 適切な 安全装置が 導入され なければ ならない。 全く 触れずに ドアが 開閉す る 装置 も， 手 
段の 一つと して 考えられる。 自動 装置 は， 速く 動け ない 人々 に 配慮し， 動作の タイミングが 引き延ばせる 
よ う になって いる こ とが 望ま しい。 

8.16.6 いす 利用者が 休憩で きる ように， 建物 内 及び 屋外の 適切な 場所に はいす の 設置が 望ましい。 
8.16.7 範囲 仕事 又は 生活で 日 常 的に 利用 される すべての 場所が ァ クセシ ブルで あ る こと が 望ま し い。 ァ 

クセシ ブルな 経路 は， 最短 経路で ある ことが 望ましい。 ァ クセシ ブルな 経路 内に も トイレが 設置され るよ 
う， 注意 を 払う ことが 必要で ある。 



、ぉ作権法にょ り無断での複^^， ） お 救， は禁 ||.: されて おります。 
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8.16.8 経路に 関する 情報 提供 建物 内 やその 周囲の ァ クセシ ブルな 経路に 関する 情報 提供 は， 特に 視覚 や 

移動， 認知 機能に 障害の ある 人々 にと つて 有用で ある。 

8.16.9 避難 経路 避難 経路 は， 車い す 使用者 や， 移動 や 視覚に 障害の ある 人々 にと つて ァク セシ ブルで あ 
り， 明確で 分かりやすい ことが 不可欠で ある。 
8.17 道理に かなった 手順 

8.17.1 操作 包装の 開封 及び 製品の 組立 取 付け 又は 操作 は， 簡単で 分かりやすく， 理 にかな つた 手順で で 

きる ことが 望ましい。 これ は， 特に 視覚 又は 認知 機能に 障害の ある 人々 にと つて 有用で ある。 

8.17.2 フィードバック 一連の 操作のう ちの 個々 の 操作が 完了した 際に は， 適切な フィー ド バック を 出す 

ように 配慮され る ことが 望ましい。 

8.17.3 反復 動作 ある 作業 を 行う のに， 同じ 動作 を 繰り返す こと は， 習熟 を 容易に する ので 有用な ことが 
ある。 （筋力に 障害の ある 人の ニーズに は そぐ わない 可能性が ある， 8. に. 5 参照)。 認知 機能に 障害の ある 

人々 は， 使いやす さ 等の 設計に 優れた 一般 向けの 操作 具 〔刁 _：!、 乙 や 画面で あれば， その 大部分 を 利 
用 できる 力；， 使い方 を 習得す るのに 時間 を 要 し ， 誤 操作 しても 問題に な ら な レ 、仕組みが 必要 となる。 

8.18 表面 仕上げ 

8.18.1 滑りに くさ 及び 触感 製品 Z 素材の 表面 仕上げ は， （ま_9_箏 あきや.） 自由 さに 制約の ある 人々 にと つ 

て 重要で ある。 滑りに くい 仕上げ は， 持ち やす さや 操作の しゃす さに つながる。 それと わかる 触感の 採用 
は， 視覚 障害の ある 人に とっても， 製品の 各部の 区別 や， 操作 具 （_ _ィ_ ク _チ き 1.) を 探す のに 有用で ある。 
8.18.2 鋭い 角 鋭い 角 及び 縁の 存在 は， すべての 人に とって 危険と なり 得る 上， 特に 視覚 や 触覚に 障害の 
ある 人に とって は 重大で あ る 。 

8.18.3 床 面 適度に 滑りに くい 材質の 床 は， 視覚 や 平衡感覚， その他 移動 一般に 障害の ある 人々 の 動き を 

容易に する。 柔らかな 敷物 は， 望ましくない。 なぜならば， 弾力の ある 表面が 足下 を 不安定に し， 毛脚の 
長い カーペット 力、 すり 足で 歩いた 場合の 抵抗 を 大きく し 転倒の 原因と なる。 この種の カーペット は， 松 
葉づぇ （杖） 利用者に とっても 危険で ある。 床材の 変化 は 危険に つながる 場合 も あるので， 注意 表示 を 付 
ける ことが 望ま しい。 

8.19 非 アレルギー 性 及び 毒性の ない 素材 アレルギー 性 及び 毒性の ある 素材の 回避 は， 味覚 やきゅう 
(嗅） 覚に 障害の あ る 人々 及び 接触 アレルギー， 食物 ァ レルギ 一又 は 気道 アレルギーの ある 人々 にと つて， 
特に 重要で ある。 アレルギー を 引き起こす ニッケル や クロム を 含む 日常生活で 使用され る ものの 例と して 
ドア ハンドル 及び 窓枠が ある。 

触覚に 依存す る 視覚 障害の ある 人々 にと つても， ァ レルギ 一 を 引 き 起こす 素材と 接触す る こ と は 危険で 
ある。 

8.20 音響 

8.20.1 音響に 配慮した 設計 設計の 際に は 音響に 配慮し， 言葉に よる コ ミ ュニ ケーシ ョ ンが しやすいよう 
に， 騒音 や 反響 音が 小さく， 音声が 適度に 大きく 聞こえる ようにす る ことが 望ましい。 視覚 や 認知に 障害 
の ある 人々 は， 音 をより 重要な 手がかりに している。 

8.20.2 増幅と 調整 音が 出る 機器 類に， 増幅と 調整の 機能 を 組み込む と， より 多くの 人に とって 利用し や 

すくなる。 

8.20.3 コミュニケーション システム 音響設計の 優れた 場所で あっても， 聴覚 障害の ある 人々 にと つて， 

遠くの 音 を とらえる こと は 難しい。 磁気 ループ， 赤外線 や 無線 を 利用した （補 聴） システム 等の コミュ 二 
ケーシ ョ ン 機器の 設置が 望まれる。 
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8.21 フエ-- ルセ一 フ 誤った 組立 又は 取 付け をしたり， 誤 操作 等が 起こった 場合， 製品 や システムが 安 
全に 停止 し ， 利用者の 危険 とならな いような 設計 をす る ことが 望ましい。 

8.22 換気 換気 システムに は， 気道 アレルギー を 悪化 させたり， 息苦し さ を 引き起こす ことのな いよう 
に 配慮す る ことが 望ましい。 

8.23 素材の 火災 安全性 障害の ある 人々 が 利用す る 製品 及び 建物で は， 燃えに くい 素材の 採用が 望まし 

い。 タバコ や マッチ 等の 小さな 火元から 燃え上がって しまう 素材 は， 燃える ときに 有毒 ガス を 発生したり， 
急速に 燃え広がつ たりす る ので 危険で あ る 。 

これ は， すばやい 移動の 囷 難な 人 や， 視力の 弱い 人に とって， 特に 危険で ある。 

9. 心身の 機能と 障害の 影響に 関する 詳細 
9.1 概要 

9.1.1 人々 の ニーズ 及び 心身の 機能 は 幼年期から 高齢 期になる まで 変化す る。 また 同一 年齢層で あっても， 
個人の 能力 轰 熊 等.） は 大きく 異なる。 機能 及び 認知に おける 制約 は， 比較的 軽度の ものから 非常 
に 重度の ものまで 多様で ある と 認識す る こ とが 重要で ある。 

9.1.2 この 籣条 は， 8. とともに 利用す る こと を 想定し， 規格 作成 作業に おける， 高齢者 及び 障害の ある 
人々 の ニーズの 特定と， その 明文化に 役立つ ツール を 提供す る。 

9,1.3 表で 取り上げた， 心身の 各 機能の 簡単な 定義 及び 説明 を 示し， 加齢に 伴う 様々 な 影響 及び 実生活に 
おける 機能障害の 具体的な 意味 を 解説す る。 高齢者 及び 障害の ある 人々 が， その 機能的 制約に よって さら 
され やすくなる 危険の 例 も， 必要に応じて 記載した。 
9.2 感覚 機能 
9,2.1 視覚 

9.2.1.1 説明 視覚 は， 光 を 感じる こと 並びに 視覚 刺激 （呈 で 丄_ _ きズ」 物_) の 姿， 大きさ， 形 及び 色 を 知 
る ことと 関連す る。 

9.2.1.2 加齢の 影響 視覚 障害の 発生率と 程度 は， 年齢と ともに 高くなる。 眼の 身体 的な 構造の 変化 は， 

視覚 機能の 幾つかの 側面に 影響を及ぼす。 具体的に は， 
一 視力の 低下 （とらえた 画像が ぼやける） 

- 遠視 及び Z 又は 近視 （焦点の 変化に 対応す る 能力の 喪失） 

一 視野の 狭 さく （窄） [焦点から ずれた 部分， わき （脇） や 上 や 下等が 見えない] 
一 色 知覚 力の 低下， 加齢に 伴う 黄変 化 等 （色 を 見分けられない） 
― 奥行き 知覚 （距離感が つかめない） 

- 明暗に 順応、 する 速度の 低下 （目が 新たな 明るさ， 例えば， 建物に 入った とき 等に 慣れる までの 間， 

一時的に 見えなくなる） 
一 明るさの 感受性； 

一般的に， 高齢者が 読書す るに は， 二十代のと きよりも 更に 明るさ を 必要と する。 
などが 挙げられる。 

9.2,1.3 設計の 留意 点 使える 視力の ない 者 は， 主に 触覚 及び 聴覚に 依存す る。 また， 視覚 障害の ある 人々 

の 多 く がい く ら かの 残存 視力 を もち， 大きさ， 明るさ 及び 色の コン トラスト などの 視覚 刺激 を 利用して い 
る。 一般に， 画像が 単純で， 提示が 鮮明な ほど 見え やすく 読みやすい。 

9.2.1.4 危険性 及び 危険因子 視覚 障害の ある 人々 が 遭遇し やすい 危険の 例に は， 以下の ものが 考えられ 

る。 



；:; ^作 棚 法に よ り 無断での 製， ％^1^等は^^1にされてぉり ます。 
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- 手で 製品 を 確かめる ときに 触れる 可能性の ある 鋭い 角 や 縁 

一 手の 届かな いところ へ 倒れたり 落ちたり する 可能性の あ る 不安定な 物 

- スリップ， つまずき， 衝突， 転落 等， 又はけ がの 危険に つながる ような 同一 面 上の 段差， 障害物， 

又は 突起 物 
一 むき 出しの 火 及び 炎 

― う つかり 触れて しまう かも しれない 熱い 表面 

一 誰も が 認知 できる 触覚 警告 表示が な されて いない 場合の 腐食 物 

一 視覚 表示 だけに 依存す る 避難 誘導 システム 

一 色で しか 分からない， 又は 背景と 文字の コントラストが 低い 警告 表示 
9.2.2 聴覚 

9.2.2.1 説明 聴覚 機能 は， 音 を 感じる こと 及び 音の 位置， 高さ， 大きさ 及び 質 を 聞き分ける こと， 並び 
に その 意味 を 理解す る 能力と 関連す る。 聴覚 障害の 範囲 は， 軽度の 難聴から 最 重度の 難聴まで 広い。 
9.2.2.2 加齢の 影響 聴覚に 障害の ある 人々 の 多くが 高齢者で ある。 加齢と ともに， 周波数の 高い 音 を 聞 
く 能力が 失 われやすい。 多数の 人が 補聴器 を 使って いる。 

9.2.2.3 設計の 留意 点 補聴器の 有無と は 関係な く， 音の 大きさ， 高さ， 及び 明りよう さは 重要で ある。 
音声言語 習得 以前に 失 聴した 人 は， 書記 言語 や 音声言語の 理解に 困難 を 感じ る 場合が ある。 
9.2.2.4 危険性 及び 危険因子 音声言語に よ る 告知 及び 警報 • 報知 音の 音量が 小 さかったり， 明 りょうで 
なかったり， 周波数が 高す ぎたり すると， 聴覚 障害の ある 人々 は， より 大きな 危険に さらされる。 
9.2.3 触覚 

9.2.3.1 説明 触覚の 機能 は， 物の 表面 を 感知し， その 触感 や 質感 を 知る ことと 関連す る。 触覚 は 他の 感 

覚， 特に 視覚 及び 聴覚 を 補完され る 可能性が ある。 

9.2.3.2 加齢の 影響 触覚 は， 加齢と ともに 感度が 低下し， 熱さ 又はけ が を 早期に 感知す るのに 触感 及び 

痛みに 頼る こ とがで きな く なる。 

9.2.3.3 設計の 留意 点 義手の 使用者 や 触覚に 障害の ある 人々 は， タ ツチ パネル やそれ に 類す る 装置 を 利 

用で きない 可能性が ある。 

9.2.3.4 危険性 及び 危険因子 触覚 過敏の 人々 にと つて， 他の 人に は 単に 不快で ある だけの 刺激， 例えば， 
銳ぃ角 及び 縁， 非常に 熱い 又は 非常に 冷たい 表面 等が， 痛み を 誘発す る 場合 も ある。 そのような 刺激 は， 
触覚 機能が 弱く， 痛み を 感じずに， 長時間 触れ 続けて しまう おそれの ある 人々 にも 有害で ある。 
9.2.4 味覚 Z きゅう （嗅） 覚 

9.2.4.1 説明 味覚と きゅう （嗅） 覚は 別々 の 感覚で ある 力、 実際的な 意味合いが 類似して いるた め， 表 
では 一つに まとめて 扱った。 味覚の 機能 は， 舌の 受容 体が とらえる 四 種の 基本 感覚， 苦み， 甘み， 酸味， 
塩辛 さ を 感知す る ことと 関連して いる。 きゅう （嗅） 覚は， 鼻の 受容 体 を 介して 香り や 臭気 を とらえる 機 
能と 関連す る。 味覚と きゅう （嗅） 覚が ともに 使われ， 普通 は 区別され る ことができる 範囲の 風味 を 判別 

できる。 

9.2.4.2 加齢の 影響 臭い を 知覚す る 能力 は， 加齢と ともに 低下す る。 

9.2.4.3 危険性 及び 危険因子 味覚 又はき ゆう （嗅） 覚の 障害 は， 毒性 物質に 対する 防衛 機能の 低下に つ 

な 力 《 る。 例えば， 食べ物が 古くな つてい るのに 気付かなかったり， 煙な どの 危険の 徴候 を とらえられない 可能 
性が ある。 
9.2.5 平衡 
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9.2.5.1 説明 平衡 を 保ち 転倒 を 避ける 能力 は， 視覚 情報と， 平衡 を つかさどる 内耳の 三半規管から 得ら 
れた フィードバック， 運動 反応 を 協調させる， 複雑な 脳の 調整 機構に 依存して いる。 事実上， どのような 
活動 においても 絶え ず 平衡 を 保つ こと 力 ん 必要 とされる。 

9.2.5.2 加齢の 影響 平衡感覚 障害， それゆえの 転倒の 発生 は 加齢と ともに 増加す る。 加齢に 伴う 集中力 
の 低下 及び 視覚 障害が， 危険 を 回避したり， バランス を 失った 際に 対処す る 能力の 低下に つながる 場合 も 
ある。 

9.2.5.3 危険性 及び 危険因子 滑ったり つまずいたり といった， 思いがけない 状態が 起こる と， すばやく 
関節 を 制御し 四肢 を 動かさなければ ならず， バランスの 調整 機構に は 大きな 負担が かかる。 縁 程度の 出つ 
張り 及び 突起で あっても， つまずきの 原因になる ことがある。 より 容易に 骨折し やすいので， 高齢者 は 転 
倒に よってけ が をし やすく， 結果と して 起こる 合併症が 命に かかわる 場合 も ある。 平衡感覚 障害 は， 転ぶ 
ので はない かとい う 不安 を 増大させる。 車い す や 電動 スクーター， 歩行 補助 具の 使用者 は， バランスの 確 
保に 制約 を 受けて おり， けが はそう した 人々 の 自立 を 著しぐ 妨げる。 
9.3 身体 機能 

9.3.1 (.f .©Sl.tf?!).) 自由 さ 

9.3.1.1 説明 （_f_Q 勲. き c^.) 自由 さは， 片手， 指， 更に 言えば 親指 をう まく 使いながら， 特に 対象 物 を 
扱う， 持ち上げる， 操作す る， 離す といった 協応 動作と 関連して いる。 

9.3.1.2 設計の 留意 点 （ま- _Qfj. き 自由 さの 障害に は， 親指と 他の 指 を 近づけられない 場合と， それ 
らを 大きく 広げる ことので きない 場合と が ある。 押し込みながら 回す といった 複雑な 状況で， 力 を 加えな 
がら 手首 を ひねらなければ ならない 動作 は， 痛み を 伴う 力、， 又は 不可能で ある。 これ は， 操作 具 （^丄 义. 

fM) の 大きさ や 形， 位置と も 関連す る。 不随 動作の ある 人々 にと つて は， 包装の 開封 や， 留め具の 着脱 
等の 細かくち （緻） 密な 操作が 難しい。 

9.3.1.3 危険性 及び 危険因子 （ま き 自由 さに 制約の ある 人々 は， 例えば， 意に 反して なに か を 
作動 させて しまったり， 炎の ような 危険な ものから すばやく 手 を 引っ込める ことができなかったり， 自身 
を 危険に さらす 場合が ある。 
9.3.2 操作 

9.3.2.1 説明 操作 は， 物 を 運ぶ， 物 を 動かす， そして 物 を 扱う といった 動作に 関係す る。 これに は， 脚 
や 足， 腕 や 手 を 使った 動作， 一目 的に 向かって 伸ばす， 持ち上げる， 置く， 引っ張る， 押す， け （蹴） る， 
つかむ， 離す， 回す， 投げる， 受ける 一が 含まれる。 

9.3.2.2 加齢の 影響 動作す る 際に 両手 （又は 両足） を 使う ことができない ことによって， 操作に 支障が 
起こり 得る。 また， 関節の 動き， 特に 手 や 腕が 制限され た 時に も 影響 を 受ける。 高齢に なると， 反応 時間 
や 動作が 遅くなる ため， 同様に 操作 速度 も 低下す る。 

9.3.2.3 危険性 及び 危険因子 操作の 能力に 障害の ある 人々 は， 使用 中の 機器 を 所定の 位置から 意図せ ず 
にず らして しまい， けがの 危険に つながる 場合が ある。 製品 設計 は， 意図し ない 動作に よって 発生す る危 
険 因子 や 引き起こされる 危害が 最小 限 になる ようにす る 必要が あ る 。 
9.3.3 動作 

9.3.3.1 説明 動作 は， ひざ や 足 や 腕 や 手 を 使って， 身体の 状態 や 位置 を 保ったり 変化 させたり， ある 場 
所 か ら 別 の 場所へ 移動 し た り す る 活動 に 関連す る。 

9.3.3.2 加齢の 影響 高齢に なると， 動作に 関する 様々 な 障害が 発生し， 服 を 着る， 座る， 起き あがる と 

いった 日常 動作が 難しくなる。 動作の 障害に は， 以下のような ものが 含まれる。 
一 脚で 体重 を 支える 力の 低下 
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一 歩く 速度 や 歩 幅 又は 足の 上がる 高さの 制約 

― 腕 や 足 や 背骨の 関節の 可動 域の 制限 

一 意図した 動作 や 協調 動作の 実施の 困難 
9.3.3.3 設計の 留意 点 移動に 制約 を もつ 人々 の 一部 は， 車い す や 歩行 補助 具の ような 補助 具 を 利用す る。 
人的 援助が 必要な 人々 もい る。 どちらの 場合に も， その 場所への アプローチ （.lift き） 及び 取り まわ （廻） 
しのた めに， 周囲の 空間に は 余裕が 必要で ある。 

9.3.3.4 危険性 及び 危険因子 移動に 障害の ある 人々 は， 特に， 乗り物 や 建物への 緊急避難 時に 危険に さ 

ら され やすい。 

9.3.4 筋力 及び 持久力 

9.3.4.1 説明 筋力 は 一つ 又は 複数の 筋肉の 収縮に よって 発生す る 活動の 力に 関係す る。 この 力 は， （押 

すと いった） 特定の 動きの ために 身体の 一部で 発揮され る 場合と， （瓶の ふた を 開ける といった） 動作の た 
めに かけられる 場合と が ある。 動作に は， 引っ張る， 持ち上げる， 押し込む， 握る， つまむ， ひねる 等が 
含まれる。 

筋力 は， 力 を 持続させる 持久力と も 関連し， これ は 心肺機能と 関係が 深い。 筋力の 制約 は， 多くの 身体 
的 障害 に 付随 して 生じ， 機具が 操作で きない 理由の 一つで ある。 

9.3.4.2 加齢の 影響 筋力 や 体力の 低下 は， 筋力の 障害の 結果と して 高齢者が 通常 経験して いる。 握る 力 
に 障害が あると， 抵抗 や トルクに 対する 力に 対して 操作が 困難 だったり， 痛み を 伴ったり する。 体力に 制 
約が あると， 操作に 時間の かかる 製品の 利用に 疲労 を 伴う。 受動的 動作 （すなわち， 重力な どの 外力の 方 
向と 一致した 動作 を 行う とき） の 制御に 支障 をき たした 結果と して 重い 物 を 床に 下ろしたり， い （椅） 子 
に 座った り といった 動きが 困難になる。 
9.3.5 発声 

9.3.5.1 説明 発声 は， 多くの場合， 発話と して 発声器官が 出す 音に 関連す る。 発話の 障害に は， 話す こ 
と 全般に 影響を及ぼす 場合と， 構 音， 音量， なめらか さ， 速度， 旋律， リズムと いった 特定の 側面 だけに 
影響を及ぼす 場合と が ある。 

9.3.5.2 設計の 留意 点 発声の 障害 は， 主に 人との 会話 や 意志の疎通に 困難 を もたらす。 コミュニケ ーシ 
ヨンの 代替 方式と して 手話 を 用いたり， 音声 増幅 装置 又は 音声 合成 装置， ファクシミリ， キーボード 等の 
利用 も 有効で ある。 
9.4 認知 機能 
9.4.1 概要 

9.4.1.1 認知 は， 情報の 理解， 統合 及び 処理の ことで ある。 情報に は， 知識の 抽象化し たもの や 整理した 
もの 及び 時間の 管理 を 含む。 

9.4.1.2 認知 機能に 障害の ある 人々 は， 新しい こと を 学習したり， 物事の 一般化 や 関連 づけ， 音声言語 や 
書記 言語に よる 自己 表現に 困難 を 感じる 場合が ある。 こういった 障害 は 不安 や 孤独， うつ （li ま） 状態， 妄 
想， こだわり 及び 強迫 感に つながる 可能性が ある。 そのような 状態 は， 集中力の 低下 を 引き起こす 場合が 

ある。 

9.4.2 知的能力 

9.4.2.1 説明 知的能力 は， 知り， 理解し， 推論す る 力 を 意味す る。 

9.4.2.2 加齢の 影響 加齢と ともに， 集中して 課題に 取り組む ことが 難しくなる。 睡眠 リズムの 変化に よ 
つて， 高齢者 は， 昼間 も 眠気 を 感じる ため， 幾分 か 敏感 さ を 失う 場合が ある。 高齢な ほど 発生率が 高まる 
痴 ほう （呆） や アルツハイマー病 は， 進行 性の 知力 低下， 混乱 及び 見当 識の 喪失 を もたらす。 
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9.4.2.3 設計の 留意 点 知的能力の 障害 は 知覚の 困難 を もたらし， 感覚器からの 情報の 取得 や 処理， 弁別 
が 難しくなる。 問題解決 における 困難に は， 問題の 認識， 対処 法の 区別 • 選 択* 実行， 及び 結果の 評価が 
含まれる。 
9.4.3 記憶 

9.4.3.1 説明 記憶 は， 情報 を （歷 (ら） 記録， 保持し， 必要に応じて 取り出す 特定の 知的 機能に 関係す る。 

9.4.3.2 加齢の 影響 記憶の 障害 は， 人々 の 物事 を 思い出す 能力と 学習す る 能力に 影 を 及ぼし， 混乱に 

導く 場合 も ある。 短期 又は 長期 記憶に 影響を及ぼす 場合が ある。 製品の 利用に は， 短期 記憶が よ り 重要で 

ある。 操作 を 終える 前に， 何 をして いたかが 分から なくなって しまう 可能性 も 考えられる。 

9.4.3.3 危険性 及び 危険因子 記憶障害 は， ガス を 出した だけで 点火 を 忘れて しまう といった， 作業の 中 

断に よる 危険に つながる 場合が ある。 機器 類 は， "フ ヱール セーフ" である ことが 必要で ある。 

9.4.4 言語 Z 読み書き 

9.4.4.1 説明 言語と 読み書き は， 言語の 標記 や 記号， 及び 他の 要素 を 理解し， 利用す る 特定の 知的 機能 

を 指す。 

9.4.4.2 加齢の 影響 加齢 は， 例えば 卒中の 結果と して， 言語能力に ときとして 影響を及ぼす。 卒中で 発 
作 を 起こす と， 言語能力が 影響 を 受ける 場合が ある。 思考 能力 は 以前と 同じで も， 言葉に よる 表現が でき 
なくなる。 言語の 障害 は， 書記 言語 や 音声言語の一 部， 又はす ベての 理解 や 表出に， 困難 を もたらす。 デ 
イスレ クシ ァ （難 _ 請 產） の 人々 にと つて は， 年齢に かかわり なく， 読み書きが 難しい。 
9.4.4.3 危険性 及び 危険因子 言語障害の ある 人々 は， 文字に よる 警告 や， 重要な 注意 表示 を 理解す る こ 
とがで きずに， 危険に さらされて しまう 場合が ある。 
9.5 アレルギー 
9.5.1 説明 

9.5.1.1 アレルギー は， 物質に 対する 免疫反応 であり， その 症状 は， 重篤で 生命 予後 を も 左右す る。 また， 
アレル ギ一 は， 個人が， アレル ゲン （身 上な ヒ る_輕質） を 避けなければ ならない という 意味 
で， 人の 活動に 制約 を もたらす。 製品 設計に かかわる 問題と して， アレルギー について 特に 内容 表示と 警 
告 について 情報 を 提供す る。 

9.5.1.2 アレルギー 症状 を 引き起こす アレル ゲンに は， 花粉， ほこり， かび， 食物， ゴム， 昆虫の 毒， 薬 

品等が ある。 多くの 製品 や 器具に， ニッケルの ような， アレルギー 反応の 原因と なる 物質が， 不要で ある 
にもかかわらず， 含まれて いる。 

9.5.1.3 アレルギー 症状 は， 軽症から， 急激で 命に かかわる ものまで 様々 である。 突発的な 反応の 例に は， 
食物 アレルギーに 見られる ような， いん （咽） 頭， こう （喉） 頭の 浮し ゆ （腫） と 重度の 呼吸困難が 挙げ 
られ る。 

9.5.2 接触 アレルギー 接触 アレルギー は， 皮膚から 体内に 侵入す る アレル ゲンに よって 引き起こされる。 
アレル ゲン は， 特に 粉末， ローション， 香水， 香料 製品， 化粧品， 家庭 用 化学製品， 金属 又は ラテックス 
の 一部に 含まれ， 日用品 や 建物， 電気製品に しばしば 含まれて いる。 人口の 15% の 人が 接触 アレルギー を 
経験し， 多くの場合， それ は 一生 継続す る。 

9.5.3 食物 アレルギー 食物 アレルギー は， 一つ 又は 複数の 食品に 対する 反応 や 過敏 性 を 指す。 アレル ギ 
一 反応 を 引き起こす 食品 は 非常に 多く， 牛乳， 小麦， 大豆， 卵， ピーナッツ 及び 魚が その 代表格で ある。 
着色 料， 保存料 及び （そ せ {啦^ ？?. ) 添加物 も， アレルギーの 主要な 原因と なる。 
9,5,4 気道 アレルギー 
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9.5.4.1 空中 アレル ゲンと して， ほこり， 花粉， だに， かび， 動物の ふけな ど 気道から 吸入され る ものが 
挙げられる。 気道 アレルギーの 最も 代表的な もの はぜん （喘） 息で， 気道が 狭 さく （窄） され 呼吸困難に 
陥る。 

9.5.4.2 この 規格の 目的に 沿って， ここで は， 化学物質への 過敏 性， すなわち 環境 中の 化学物質 に対する 
反応に ついて 記述す る。 これらの アレルギーに 似た 症状 は， 塗料， 敷物 類， 建材， プラスチック， 香水， 
タバコの 煙 及び 植物の よ う な 種々 の 合成物 質 又は 天然 物質 と の 接触に よ つ て 誘発され 得る。 
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buildings and houses), Dutch text, ISBN 90-5439-104-9, elsevier, Doetinchem, the Netherlands, 4 ed. 2001 
参考 現在， ISO/TC159 では， "温熱 環境 下での 人間工学 一 障害者 や 高齢者 等に 国際規格 を どう 適用 
す る か に 関す る 将来の 技術 仕様 及び 人 と システム の 相互作用 に お け る 人間工学 一人 とコン ピ ュ 
—夕との インタフェイスの ァクセ シビリ ティに 関する 指針" の 標準 情報が 作成され ている。 関 
連 文書 はま だ 公開され ていない。 また， ISO/TC145 では， 図 記号 を 所 掌して いる。 
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(ISO/IEC Guide 71 : 200i) 

高齢者 及び 障害の ある 人々 の 

ニーズに 対応した 規格 作成 配慮 指針 

解説 

この 解説 は， 本体に 規定 '記 載した 事柄， 参考に 記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る 
もので， 規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団法人 
日本規格協会へ お願いします。 

1. 制定 趣旨 及び 経緯 

1.1 制定の 趣旨 この 規格 は， 1998 年 5 月， 国際 標準化 機構 (ISO) /消費者 政策 委員会 （COPOLCO) 
の 総会に おいて 日本から 提案 し 2001 年 11 月に， ISO/1EC Guide, Guidelines for standards developers to address 
the needs of older persons and persons with disabilities として， ISO から 発行され た 指針 を， 内容 を 変更す る こ 
とな く JIS 化した ものである。 
ISO においても， 2 卜 B 紀に は， 高齢 化が 世界的に 更に 進む との 認識から， 今後の 国際 標準 作成に おいて 

高齢者 及び 障害者 配慮 を 最重点 テーマの 一つに 掲げて いる。 特に， 最近で は 消費者の 多様化 • 高齢 化， 消 
費 者 保護 及び 消費 • 取引 形態の 変化に よって 標準化への ニーズが 高まって きている。 

そうした な 力、， 1998 年 5 月， チュニジア • チュニスで 開催され た 第 20 回 COPOLCO 総会に おいて， 曰 
本から "高齢者 • 障害者の ニーズの 配慮に 関する 国際的 ガイ ドラ イン" 作成 を 提案し 可決され た。 そして， 
本 提案 を 具体化す る 作業グループ （ad hoc TAG:Technical Advisory Group 臨時 技術 諮問委員会） if; ISO/ 
COPOLCO に 設けられ， 日本が コンビ ナー （議長） と-幹事 国 業務 を 担当し， 高齢者 及び 障害者 配慮の 必 
要 性 を 広 く 世界に 知らせる ための "政策 宣言" 及び "高齢者 及び 障害者への 配慮 指針 （ISO/1EC ガイ ド 71)" 
の 原案 作成 を 行う ことと なった。 

a) ISO/IEC 政策 宣言の 採択 （2000 年） ISO は， 高齢者 • 障害者 配慮への 標準化の 重要性と その 方向に 

関して， 2001 年 1 月， ISO 理事会で 高齢者 • 障害者の ニーズに 配慮した 標準化に 関する "！ so/mc 政 

策 宣言" を 採択した。 

その 内容 は， "高度な 技術 及び 製品の 普及 等に より， 高齢者 • 障害の ある 人 を 含めた より 多くの 人々 
が 使いやすい 製品， サービス， 生活環境が 必要に なって きている こと"， "高齢者 • 障害の ある 人々 に 
使いやすく 考えられた 製品， サービス， 生活環境 は 結果 的に， 障害の ない 人々 にも 使いやすくなる 場 
合が あり， 新たな 経済 利益に もつな がる こと" 等が 記されて いる。 また， それら を 達成す るに は， ァ 
クセシ ブル デザインの 手法 を 用い， 高齢者 及び 障害者の 參加を 促し， 適切な 情報 交換 を 行いながら， 
高齢者 • 障害者 配慮に 関する 規格 を 作る ことが 出来る よ う に 規格 作成者の ための 配慮 指針の 必要性が 
述べられ ている。 

b) ISO/IEC ガイ ド 71 の 発行 （2001 年） ISO/IEC ガイ ド 71 の 原案 作成 は， COPOLCO で 検討が 開始 さ 
れ， その後 ISO/ad hoc TAG に 舞台 を 移し， 原案 作成が 行われた。 2000 年 8 月の 投票で 賛成が 得られ， 
2001 年 II 月 ISO/IEC ガイ ド 71 (高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 対応した 規格 作成 配慮 指針） 
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が 発行され た。 日本からの 提案 も 約 4 分の 3 が 採用され た。 また， 議論の 過程で 日本で 進んで いる 高 
齢 者 及び 障害者 配慮の 事例 も 数多 く 紹介 し ガイ ド 作成に 貢献 し た。 

この 規格 は， 一つ一つの 細かな 製品に 関する 規定 はして いない。 消費者に 提供す る 製品， サービス 
及び 生活環境 に関する あらゆる 規格 を 作成 • 改定す る 時に， 高齢者 • 障害者 に 配慮すべき 事項 を 明確 化 
した 規格で ある。 

適用 範囲に ついては， まず は 実現 可能な 範囲から という 意図で， "非常に 重度で 複雑な 障害の ある 
人々 の ニーズ は， この 指針で 示された 範囲 を 超える ものである" と 記されて いる。 また， ねらいと し 
て "ァ クセシ ブル デザィ ンの 採用に 伴う 市場拡大の 利得に ついて 注意 を 促す ことで ある" と 明記され 
ている。 

同時に， この 規格で は， そこで 使用され る， 人間工学， ァ クセシ ブル デザイン， 支援 技術， 福祉 機 
器， 機能障害， ユーザ ピリ ティ， 代替 様式な どの 用語 を 定義して いる。 

特に ボイ ン ト となる "ァ クセシ ブル デザィ ン" は， ユニバーサル デザィ ンに 含まれる 概念で， "ィ 可ら 
かの 機能に 制限の ある 人に 焦点 を 合わせ， これまでの 設計 を そのような 人々 の ニーズに 合わせて 拡張 
する ことによって， 製品 や 建物 や サービス を そのまま 利用で きる 潜在 顧客 数 を 最大限まで 増やそう と 
する 設計" と 定義し， その実 現の 方法と して， 以下の 3 点 を 挙げてい る。 

① 修正 • 改造す る ことなく ほとんどの 人が 利用で きる ように， 製品， サービス 及び 生活環境 を 設計す 
る 

② 製品 又は サービス を ユーザーに 合わせて 改造で きる ように 設計す る （操作 部の 改造 等） 

③ 規格の 採用に よって， 障害の ある 人々 向けの 特殊 製品との 互換性 を 持たせ， 相互 接続 を 可能に する 
本来， 製品， サービス 及び 生活環境 は， すべての 人に 使用で きる ことが 望ましい が， 現実的に はコ 

スト， 時間， 手間， 技術 進歩な ど を 無視す る こと はでき ず， 現状 は これらが 十分に 達成され ている と 
はいえない。 しかし， 今後 は， ますます 人権 保護の 観点から 高齢者 及び 障害者 配慮に 関する 標準化 は 
非常 に 重要と なり， この 規格 を 積極 的 に 活用す る ことが 望まれる。 

なお， ョ 一口 ッパ では， 1SO/IEC ガイ ド 71 を 2002 年 1 月， CEN/CENELEC ガイ ド 6 (Guidelines for 
standards developers to aaaress the needs of older persons and persons with disabilities) として 既 (こ 導 八 し X 
いる。 

1.2 制定の 経緯 日本 工業 標準 調査 会の 消費者 政策 特別委員会が 2001 年 1 月 発表した "標準化に おける 
消費者 政策の 在り方に 関する 提言 書" に 基づき， ISO/IEC ガイド 71 を JIS 化する に 当たり， 2002 年 6 月 
財団法人 日本規格協会の 高齢者 • 障害者 生活 用品 標準化 調査 委員会 内に "ガイ ド 71 JIS 化 ワーキング グル 
ープ 委員会" （委員長 菊 地眞） 及び 作業グループ として "ガイ ド 71 J1S 化 サブ ワーキンググループ 委員 
会" を 設置し， 2003 年 2 月までに J1S 原案 を 作成した。 その後， 2003 年 3 月 19 日に 開催され た 日本 工業 
標準 調査 会/消費生活 技術 専門 委員会で 審議 を 行い 了承され た。 

2. J1S 原案 審議 中 に 問題と な つ た 事項 

2.1 障害の ある 人々 原文の "persons with disabilities" について は， ISO ガイ ド 71 の 委員会で も "persons 
with disabilities" と， "disabled person" のい ずれに する かにつ いて 議論され た。 この ガイ ド がより 多くの 人 
達 を 対象と する 目的から， 一時的な けが をして いる 人， 左利き， 妊産婦， 外国人な ど 法的に は， 障害者と 
定義 づ けられない 人々 もこの ガイ ドの 範囲に 含める という 意図で， 最終的に "persons with disabilities" が 
採用され た。 この 規格の 日本語訳 も 原文 作成の 背景 等 を 踏まえ， ガイド 71 J1S 化 ワーキンググループ 委員 
会に おいても "障害の ある 人々" とした。 

解 2 
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2.2 ァ クセシ ブル デザイン 原文の "accessible design" の 訳語 をァ クセシ ブル デザィ ン という 片仮名 語 を 
導入す る ことに 関して， 我が国で は 既に 包括的 概念で ある ユニバーサル デザィ ンが 各所で 用いられ ていた 
こ と， また 安易に 片仮名 語 を 導入す る ことによって 混乱 を 招く 可能性が ある ことから， 日本語訳での 検討 
を 行った。 具体的に は "accessible design" を "高齢者 • 障害者 等に 配慮した デザイン" あるいは "高齢者- 
障害者 等の ニーズに 配慮した デザイン" 等に 翻訳す る こと を 検討した。 また 一方， ァ クセシ ブル デザイン 
は アクセスからの 派生語で あり， ァクセ シビリ ティ， ァ クセシ ブルな どの 用語が この 規格で 使用され てお 
り， ァ クセシ ブル デザィ ンだ け を 日本語 化 し た 場合 かえつ て 分か りに く くなる おそ れがぁ る 等の 意見 も あ 
つた。 ァ クセシ ブルの 概念 は 高齢者 • 障害の ある 人に だけに 用いる 概念で はない こと， 及び ISO/ad hoc TAG 
の 会議に おいて， 規格 作成者が より 現実的な 解決策と して とらえる こ とが 可能な 言葉と して "accessible 
design" を 採用した 経緯 も 考慮し， 普及に 努める ことで， "ァ クセシ ブル デザイン" に 意見が まとまった。 
以下， 本体の 3.2 で 類似の 言葉と して 紹介され ている "デ ザィ ン フォー オール" "ユニバーサル デザィ ン" 
"バリア フリーデ ザイン" "インク ルー シブ デザイン" JIS 原案 作成 段階で 議論に なった "ユーザ ビリテ 
ィ" と "ァ クセ シビリ ティ" 及び 参考文献で 紹介され ている "共用 品" の 定義 を 下記に 記す。 
一 ユニバーサル デザイン （Universa に Design) ： 特別な 改造 や 特殊な 設計 をせ ずに， すべての 人が， 可 
能な 限り 最大限まで 利用で きる ように 配慮され た， 製品 や 環境の デザイン。 ァ クセシ ブル デザイン 
は， この デザインに 含まれる。 ユニバーサル デザインの 考え方 は 1990 年頃に アメリカで 誕生， 1995 
年頃から 日本に も 知られる よ う になった。 "ユニバーサル デザィ ン" について は 以下の 7 つの 原則が 
示されて いる。 

① 公平な 利用 （誰に でも 公平に 使用で きる こと） いかなる グループに とっても 役に立ち， 購入 可能 
な デザイン， ② 利用に おける 柔軟性 （使う 上での 自由度が 高い こと） 個人的な 好み や 能力の 広い 範 
囲 を 許容す る デザィ ン， ③ 単純で 直感に 訴える 利用 法 （簡単に 直感的に わかる 使用法と なって いる 
こと） ユーザーの 経験， 知識， 言語 力 あるいは そのと きの 集中力 レベルに 影響され る ことなく， 使 
い 方が 理解され やすい デザイン， ④ 認知で きる 情報 （必要な 情報が すぐ 理解で きる こと） 取り巻く 
条件 や ユーザーの 感覚的 能力と かかわ りなく， ユーザー に対して 効果的に 必要な 情報 を 伝達す るデ 
ザイン， ⑤ エラーに 対する 寛大 さ （うっかり ミス や 危険に つながらない デザイン である こと） 危険 
や， 予期し ないか， あるいは 意図し ない 動作の もたらす 不利な 結果 を 最小限に する デザイン， ©少 
ない 身体 的 努力 （無理な 姿勢 や 強い 力なし に 楽に 使用で きる こと） 効率が 良く， 心地よ く， しかも 
最も 疲れの 少ない 状態で 活用され る デザイン， ⑦ 接近 や 利用の ための サイズと 空間 （接近して 使え 
るよう な 寸法 *空 間と なって いる こと） 適切な サイズと 空間が ユーザーの 身体の 大きさ や 姿勢， あ 
るい は 移動 能力と かかわり なく， 近づいたり， 手が 届いたり， 操作した りする ために 十分に 整えら 
れ ている デザイン。 

- デザイン フォー オール （Design For All) ： あらゆる 範囲の 能力 '状況に ある 人々 にと つて 使いやす 
い 製品 や サービス， システム をつ く る こと。 すべての 人の ための デザィ ン。 "デザイン フォー オール" 
は， 主に ヨーロッパ 各国で 広く 用いられ ている。 定義の 詳細 は 推進機 関に よって 一様で ない が， 多 
様な 人々 への 考慮と いう 意味に おいて ユニバーサル デザィ ン などに 近似して いる。 

- バリア フリーデ ザイン （Barrier Free Design) ： 障害の ある 人々 がた やすく アクセスし， 利用で きる 
ように 製品 や 公共 的 サービス， 商業 施設， 交通 システム などの 建物 や 環境 を デザイン する こと。 

1974 年に 国際 障害者 生活環境 専門家 会議で "バリ ァフ リーデ ザィ ン" という 報告書が 出された こ 
とから， この 言葉が 使用され るよう になった （平成 7 年度 版" 障害者 白書"）。 当初 は 建築 関係の 用 
語と して， 段差の 解消 や 廊下の 幅 を 広げたり， 手すり を 付けるな ど， 障害の ある 人 を 想定した 物 通 
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的 障壁の 除去と いう 意味合いで 用いられ ていた 力、 今日で は 様々 な 製品 や サービス を 含め， 社会的 • 
制度 的 • 心理的 不利益 を 解消す る といった 意味 を 含み， 法令 や 規格 文書 等で 多 く 使用され る よ う に 
なった。 日本で は， 1981 年の 国際 障害者 年 以後， 公共 建築物， 交通機関， 住宅 及び その 要素で ある 
設備 • 備品な どが 障害者の 利用 を 考慮した "バリア フリーデ ザイン" の 観点で 整備され るよう にな 
つた。 2000 年 11 月に は "交通 バリア フリー 法" が 施行され ている。 また， 社会の 急速な 高齢 化に 
伴って， 加齢に 伴う 運動 能力 や 感覚 器官な どの 機能 低下 を 考慮して， "福祉機器" や "福祉 用具" な 
どの 専用 品に ついても "バリア フリーデ ザイン" の 観点での 見直し 力ぶ 進展した。 

一 イン クル一 シブ デザイン （Inclusive Design) ： インク ルー シブ デザイン （Inclusive Design) は， "万 
人の ニーズに 対応す る 包括的な デザイン" を 意味し， 近年， 英国の 大学 を 中心に 取組みが 活発化し 
ている。 人口動態の 変化と， 障害の ある 人の 社会 参加 を 変化 要因と した 将来の 市場 構造に 向けて， 
しかるべき 包括的な 対応 を デザイン 界に 求め， 産業界 を 支援 するとい う 目的 を 掲げ， 具体的な プロ 
ジ ヱクト 展開 を 指向して いる。 

― ユーザ ピリ ティ （Usability) ： ユーザ ピリ ティ はこの 規格 3.7 による。 

一 ァクセ シビリ ティ （accessibility) ： ァクセ シビリ ティ はァ クセシ ブルな 状態， 状況で あり， ァクセ 

シ ブルと は アクセス できる 状態， 到達で きる 状態， 話したり 影響 を 与える ことができる 状態， 使用 
したり 見たり できる 状態， 理解で きる 状態 をい う。 ァクセ シビリ ティと は， 高齢者， 障害の ある 人， 
一時的な 障害の ある 人 及び 健 常 者 を 含む より 広い 範囲の 人が， 交通機関， 建築物， 情報通信 機器 類， 
生活 用品な ど を 使用で きない 状態から 使用で きる 状態に し， あらゆる 社会 • 経済活動に 参加で きる 
ようにす る こと。 ユーザ ピリ ティとの 違いと して， ァクセ シビリ ティ は， 使用で きない 状態から 使 
用で きる 状態に する ことで， その 変化 を 実現す る デザィ ンがァ クセシ ブル デザィ ン である。 
― 共用 品 （Kyoyo-Hin) ： 共用 品 は， 日本で 生まれた 用語で， "身体 的な 特性 や 障害に かかわり なく， 
より 多くの 人々 がと もに 利用し やすい 製品 • 施設' サービス"。 また， 原則として 1. 多様な 人々 の 
身体 • 知覚 特性に 対応し やすい。 2. 視覚 • 聴覚' 触覚な ど 複数の 方法に よって， わかりやすく， コ 
ミュニ ケーシ ヨンで きる。 3. 直感的で わか り やすく， 心理的 負担が 少 な く 操作 • 利用が で きる。 4. 弱 
い 力で 扱える， 移動 • 接近が 楽な ど， 身体 的 負担が 少なく 利用し やすい。 5. 素材 • 構造 • 機 能-手 
順 • 環境な どが 配慮され， 安全に 利用で きる。 さらに 参考 解説と して， "共用 品 • 共用 サービスと は， 
次の 3 者 を 包括す る 概念で ある。 1. 最初から すべての 人々 を 対象に， 適合す るよう 考える 共用 設計, 
2. 一般 製品の 利用 上の 不都合 をな く す バリ ァ 解消 設計， 3. 福祉 用具が もとで 一般化した 福祉 目的の 
設計" と ある。 

3. 適用 範囲 

3.1 対象 業界 本 指針 は， 解説 図 1 で 3 段階に 分かれて いる 最上 層に 位置付けられる 基本 規格で あり， 
個別の 製品， サービス， 環境に おける 個別の 製品 等の 数値 は 示されて いない。 基本 規格で ある 本 指針 は ほ 
ぼす ベての 製品， サービス， 環境の 個別の 規格 を 作成す る 際の 指針で あり， ほぼ 全 産業界に 関係して いる。 
また， 本 指針と 個別 規格の 中間に は， 必要に応じて セクタ 一 ガイド を 位置付け ており， 現在のところ 高齢 
者 • 障害者 配慮 設計 指針の JIS S 0021 包装 • 容器， J1S S 0011 消費生活 製品の 凸 記号 表示， J1S S 0013 報知 
音 等が， セクタ 一 ガイドの 例と して 挙げられ ている。 

3.2 配 崖 対象 者 高齢者と 障害の ある 人々 が 適用 範囲の 配慮 対象 者で あるが， 障害の ある 人々 への 配慮 
をす る ことによって， 特に 公共 的な 製品. サービス 及び 環境 等 は， 障害の ない 人達が 使え なくなって しま 
うこと は， 意図す る ところではな いため， その 対象 者に は 障害の ない 人々 に関して も 対象 範 H といえる。 

解 4 
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また， 障害の ある 人々 に関して は， 障害者 手帳 を 取得して いない 人た ちの 中で も， 一時的に けが をして 
いる 人， 左利きの 人， 妊娠 をして いる 人， 小さな 子供連れの 人， 外国の 人な ども その 対象と なって いる。 

さらに， 高齢者の 身体 旳 能力に 関して は， 個人差 も 大きいた め， 例えば" 65 歳 以上" 等と いう 年齢 区分 
で 高齢者 を 定義す るので はな く ， 高齢 化に よって 機能の 変化が 生じて いる 人 を この 指針の 範 固と して 位置 
づけて いる。 

A 

① 基本 規格 （ガイド 71) 

/ ~ \ 



② グループ 規格 （セクタ 一 ガイド） 




解説 図 1 本 指針の 位置付け 



4. 懸案 事項 

4.1 セクタ一 ガイド 解説 図 1 で 示す ところの セクタ一 ガイドに 関して は， 本 指針 を JIS 化する 時点で 

は 国際的 共通の コンセンサス を 検討して いる 段階で ある。 欧州の 規格 作成 機関で ある CEN (欧州 標準化 委 
員 会)， CENELEC (欧州 電気 標準化 委員会)， ETSI (欧州 通信 規格 協会） は， EU マン デート 283 (Mandate 
to the European Stndards Boaies for a guidance document in the nela of safety and usability of propducts by people 
with special needs e.g.elderly and disabled) によって， 同 ガイ ドの 普及 を 検討して いる 中で， 交通機関， 表示， 
包装 容器， 製品 等 を セクタ 一 ガイドと 位置付け， 最初に 交通機関 に関する ガイドの 作成 を 行って いる。 今 
後 は， セクタ 一 ガイ ドの 国際 標準化に ついても 日本が 積極的に 貢献して いく ことが 重要で ある。 
4.2 個別 規格 今後， 日本で 新たに 制定す る JIS に関して， この 指針 を 原案 作成の 諸 段階で 活用され る 
ように， 普及 活動 をす る 事が 必要で ある。 また， 新たに 制定す る J1S ばかりでなく， 既存の JIS の 定期的 

な 見直 し の 時期 にこの 指針の 活用 を 期待して いる。 
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ISO/IEC 政策 宣言 標準化 業務に おける 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズへの 取組み 

ISO/IEC Policy statement 
Addressing the needs of older persons and peoole with disabil ities in standardization work zOOO 

ISO (国際 標準化 機構） 及び lEC (国際 電気 標準 会議） は， 世界的な 標準化の ために 専門化した シス テ 
ムを 形成す る 非政府組織 である。 ISO 及び IEC のメ ン バーで ある 各国の 会員 団体 は， 特定 分野の 技術 活動 
を 扱う それぞれの 組織に より 確立され た 専門 委員会 を 通じて， 国際規格の 作成 作業に 参加す る。 ISO 及び 
1EC の 専門 委員会 は， 相互に 利害関係の ある 分野に おいて 協力す る。 他の 国際機関 も， 政府機関 か 非 政府 
機関 か を 問わず ISO 及び IEC と 協力 して 作業 を 分担す る 。 

この 政策 宣言 は， 消費者 政策 委員会 （COPOLCO) により 作成され， ISO 理事会に より 2000 年 5 月に， 
IEC 評議会に よ り 2000 年 6 月 に， それぞれ 承認され た。 （ISO/mC/GEIN3 文書 ： 2000 年） 

序文 誰でも 製品， サービス 及び 環境 （身の まわりの 設備な ど） に アクセス できる こと は， 社会 全体にと 
つて 重要な ことで ある。 ァクセ シビリ ティ が 重要で ある ことが 広く 認識され る ようになり， 国連 加盟国 は， 
"障害者の 機会 平等 化に 関する 国連 規則" 及び "高齢者に 関する 国連 原則" に 署名した。 この 状況 は， 世 
界 人口に おける 高齢者の 比率が 増加す るに つれて， ますます 重要に なって きている。 すべての 高齢者が 障 
害 を もっている わけで はない が， 障害者が 最も 多 いのは この 年齢層で ある。 

日常生活 において テクノロジーが ますます 普及し 複雑に なった こと は， チャンス であると 同時に 挑戦で 
も ある。 高齢者 • 障害者が 平等な 条件で 社会に 参加で きる ように， 製品， サービス 及び 環境への ァ クセシ 
ビ リ ティ を 向上 させる こと が 必要で ある。 ァクセ シビリ ティ が 向 上す ると 生活の 質が 更 に 高 ま り 差別 が少 
な くなる。 

ァクセ シビリ ティの 向上 は， 他の 分野に も 波及し メリット を もたらす。 アクセス できる 製品， サービス 
及び 環境 は， より 多くの 人々 が 利用で き， その 結果と して 規模の経済 （性） が 達成で きる。 さらに， これ 
らの 消費者の 必す （須） 要求 事項に 合う 製品に より， 世界 貿易が 増加す るであろう。 誰でも 使いやすい 製 
品と なる からで あり， ひいては， これにより 社会 全体が 利益 を 受ける。 

この 原理 を 説明す る 一例と して， テレビ 受像機の リモコンの 開発が 挙げられる。 これ は， 丄: を 支援 
する ための 改良が 契機と なって 完成した 製品で ある。 

こ の 宣言の 目 的 は， 高齢者 及び 障害者が 製品 及び サービス を 利用で き る 設計 を 促進す るよう な 規格の 開 
発 を 奨励す る ことで ある。 能力の 高低に は 個人差が あるので， 高い 能力から 低い 能力までの すべての 人の 
ニーズ を 考慮す るの がよ い。 しかし， 重度で 複雑な 障害 を もつ すべての 障害者に， すべての 規格 を 例外な 
しに 合わせる こと はでき ない こと も 認識され ている。 

これらの グループの 人々 の 要求 事項 を， 設計の 早期 段階で 考慮し， 可能な 場合， 取り入れる ことにより， 
生産者 は， より 多くの 人々 が 利用で きる 製品 及び サービス を， わずかな コストの 追加 又は コスト を 全く 追 
加 せずによ り 多く 設計し 生産す る ことができる。 

標準化 は， 消費者の 利害に 関係す る 製品 及び サービスに 大きな 影響 を 与える。 それゆえ 標準化 はこの 分 
野で 重要な 役割 を 果たす ことができる。 しかし， この ニーズ を 考慮す る 際 は， 規格 は， 本来 設計 を 制限し 
ないほうが よいと いう 制約 の 中で 考慮す る 必要が あ る 。 高齢者 及 び 障害者 は ， 重要 な 使用 者 グ ル ープ であ 
り 消費者 グループ である。 現在， 高齢者 及び 障害者の ニーズ は， 規格 を 制定し 改正 するとき に 十分に は検 
討され ていない。 しかし， これらの 使用者の ニーズ を 考慮した 規格 は， 市場との 関連性が より 高い 規格と 

解 6 
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な り， 製品 及び サービス をす ベての 人に とって 一層 アクセス しゃすく する ために 役立つ であろう。 

さらに 標準化 は， 視覚， 聴覚， 触覚の 信号 （例えば， 突起， 切欠き， 音， 図 記号） についても 適用され 

る。 これらの 信号の どれ をと つても， 世界中で 同じ 意味 を 伝える ようにす るた めで ある。 この 概念から 生 

まれた ものに， 電話の 数字 キーパッドの 配列 や， その 中央の 数字 キー 5 の 突起に 関する "デファクト （事 

実 上の）" 規格が ある。 これら は， 世界中で 同様に 理解され 使用され ている。 

ISO 及び 1EC は， すべての 関連 規格の 作成と 改正 作業に おいて， 高齢者 及び 障害者の ニーズ を 含める 必 

要が ある こと を 認識して いる。 これ は， 次の 基本 原則に 従う ことで 明らかに 達成す る ことができる。 

一 高齢者 及び 障害者が， 消費者と して 参加す る こと 
― 関係す る 情報の 交換 

ァ クセシ ブル デザインと は 何 か り "ァ クセシ ブル デザイン" という 用語 は， 大量 市場 製品の 設計 を 拡張 

して， 個人の 特性 又は 環境の 条件が 原因と なって 能力 範囲 （例えば， 見る， 聞く， 手が 届く， a 作す るな 
どの 能力） が 低く なる 人々 を 含める ための プロセスに 使用され る 用語で ある。 ァ クセシ ブル デザィ ンは， 
標準 的な 大量 市場 製品の 設計と 別の 設計で はなく， あえて 別の 設計と しない ほうがよ い。 むしろ， ァクセ 
シ ブル デザイン は， 一般的な 設計 プロセス を 拡張し 詳細に して， 製品， サービス 及び 環境の 設計に 従来 含 
まれて いた 人間の 能力 又は 限界の 範囲よ り 広い 範囲 を カバーす る。 

このように ァ クセシ ブル デザイン は， ユニバーサル デザインの 一部分で ある 2) 。 ユニバーサル デザイン 
は， すべての 人の ための 製品 設計 を 対象と している ので， すべての 設計 原則 を 含んで いる。 ァ クセシ ブル 
デザィ ンは， 標準 的な 設計 プロセス を 何ら かの 能力 限界 （ユニバーサル デザィ ン における 能力 範囲の 低い 
ほう） を もつ 人々 にまで 拡張する 原則に 焦点 を 当てる。 

ァ クセシ ブル デザイン は， 均衡 を 保つ 行為で ある。 まず， 我々 は， すべての 製品 をす ベての 人が 使用で 
きる ように 設計す る こと は 不可能で ある こと を 認識し なければ ならない。 身体， 感覚， 認識 能力の 重度の 
障害 を 複合して もつ 障害者 は， 常に 存在し， これらの 障害者 は， 特定 製品の 使用が できない。 しかし， 各々 
の 主要 製品 範 ちゅう （疇） に対して 特別 設計 （又は 開発） を 行い， それに 依存し， 無限の 種類の 障害 又は 
複合 障害に 対応す る こと は， 同様に 不合理で ある。 それゆえ， 様々 な 方法の 組合せ を 検討し， 障害者の 二 
ーズに 合わせる 必要が ある。 それらの 方法 は， 製品が 一層 広く 直接的に （"箱から 出す だけで"） 使用で き 
る 特長 を 取り 人れ る こと， ァクセ シビリ ティ 向上の ための 製品 改良が 容易に できる 特長 を 含める ことな ど 
である。 

例えば， ァ クセシ ブル デザイン 及び ユニバーサル デザイン は， 多くの 情報技術 製品で 活用で きる。 標準 
の ハー ドウ ヱァ 及び ソフ トウ ヱァの 相互 接続 を 使用し， 別々 の 構成 部品 を 組み合わせる と 各々 の 用途に 適 
した 解決法が 得られる。 



1) 障 者 及び 高齢者の ァクセ シビリ ティ 向上の ための 消費者 製品の 設計 指針 ； Trace R&D Center of 
University of Wisconsin "- Madison, 1992 

2) ユニバーサル デザィ ン と は， "製品 及び 環境 をす ベての 人が 使用で き るよう に 設計す る こ と であって， 
可能な 限り， 適応 又は 特殊 設計の 必要がない 設計" をい う ； the North Carolina State University Center for 
Universal Design. 
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政策の 勧告 ISO 及び lEC の ナショナル メ ンバ 一は， 高齢者 及び 障害者 は 市場 関連性 を もっている こと を 
考慮し， 政策， 戦略の 作成に おいて 次の 勧告 を 採用し， 高齢者 及び 障害者の ニーズ をす ベての 関連 規格の 
作成， 改正 作業に おいて 考慮す るよう に 奨励され ている。 規格の 起草に 際して， 高齢者 及び 障害者の ニー 
ズを 考慮す る よ う に 万全の 努力 をす るの がよ いけれ ども， これらの ニーズに すべての 規格 を 完全に 合わせ 
る こと は， 必ずしも できない。 しかし 関連の 専門 委員会 は， 高齢者 及び 障害者の ニーズ を 考慮し， 特に 曰 
常 生活での 製品， 商品 及び サービス を ど う 取り扱う か 考慮す る のが よ い。 

a) ユニバーサル デザイン 及び ァク セシ ブル デザインの 促進 ISO 及び IEC の ナショナル メンバー は， 次 
のこと を 実施す るの がよ い。 

- 標準化 作業 を 促進し， 製品， サービス 及び 環境が 高齢者 • 障害者 を 含めた すべての 消費者に とって 
入手， アクセス， 使用が 可能で 安全で ある こと を 確保す る。 これ は， ユニバーサル デザイン 及び ァ 
クセシ ブル デザインの 一般概念 （"序文" に 説明され ている） を， 規格の 作成 及び 改正 時に 採用す る 
ことによ り 行う。 

一 ァ クセシ ブル デザインの 課題に ついて， 規格 作成者の 自覚 を 高め， 情報 を 提供す る。 1SO/IEC ガイ 
ド 71 を 考慮し， 高齢者 及び 障害者の ニーズ を 規格 業務に おいて 取り扱う。 

一 主流 製品 を 扱う 規格 委員会と 高 篩 者 及び 障害者 向け 福祉 用具 及び ァクセ シビリ ティの 規格に 責任 を 
も つ 規格 委員会 との 間 を 調整す る。 

- 規格 及び 情報 資料が， アクセス 可能な 書式で ますます 利用で きる ようにす る。 

一 適応の ための イン タフ ヱ ースが 存在す る 場合， その イン タフ ヱ ースの 標準化 を 促進し， /サービスへ 

アクセス できる ように， また 製品/ サ 一 ビス を 使用で きる ようにす る。 
一 規格 作成者 以外の 人々 に 対し， 高齢者 及び 障害者に 関する ISO/IEC ガイ ド などの 文書に 規定され る 

指針の 利用に よ り 得られる 利益 を 広報す る。 

b) 規格 作成 作業に おける 高齢者 及び 障害者の 参加 ISO 及び 1EC の ナショナル メンバーに とって， 次の 
ことが 重要で ある。 

一 高齢者 及び 障害者の 利益 代表者が， 消費者と して， 標準化 プロセスに 確実に 参加す る。 
- 標準化 プロセス に関して 必要な 指導 及び/又は 訓練 を これらの 代表者に 提供し， また， 会議 や 委員会 
の 資料 を， これらの 代表者に 確実に 渡す ようにす る。 
C) 研究 プログラムと 標準化と 間の 連携 ISO 及び IEC は， 次の こと を 促進す るの がよ い。 
一 ァクセ シビリ ティ 問題に 関す る 研究 プログラムと 協力 し ， 情報 を 交換す る 。 
― 次の ことにつ いての 既存の 硏究 結果 を， 標準化 作業に おいて 利用す る。 

一 人間工学 に関する 技術 研究 プログラム （高齢者 及び 障害者の 能力の， すべての 範 H を 考慮す る 研 
究を 含む）。 これ は 関連 分野に おける 標準化の ための 基礎的な 情報 を 提供す るた めの プログラムで 

ある。 

—製品/サービスの ァクセ シビリ ティに 関する 技術 研究 プ ログ ラム。 
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県 
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大 


沼 


直 


紀 
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後 


藤 


明 


宏 
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〇 


後 


藤 


義 


明 
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〇 


酒 


井 


光 


彦 
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笹 
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士 


彦 
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〇 


高 


橋 


玲 


子 
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博 
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清 
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西 


原 


主 


計 


神奈川 工科大学 システム デザィ ン 工学科 


〇 


中 


野 


我 


彦 
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〇 


星 


川 


安 


之 


財団法人 共用 品 推進機 構 
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山 
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大 


矢 


高 


司 
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矢 


頭 
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経済 産業 省 産業 技術 iS 境 局 
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行 
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山 

石 


村 


公 


隆 
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森 


田 


香容子 


経済 産業 省 商務 情報 政策 局 




垣 


見 


直 


彦 


経済 産業 省 製造 産業 局 




中 


谷 


有 


里 


経済 産業 省 製造 産業 局 




加 


山 


英 


男 


財団法人 日本規格協会 




橋 


本 




進 


財団法人 日本規格協会 




藤 


本 


秀 




財団法人 日本規格協会 



備考 〇 印 は， 分科会 委員 を 示す。 
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